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論
　
　
文

地
域
文
化
財
か
ら
み
た
木
梨
精
一
郎

斉
　
藤
　
　
　
理 

・ 

渡
　
部
　
史
　
之

は
じ
め
に

山
口
県
立
大
学
で
は
、
こ
れ
ま
で
大
学
が
位
置
す
る
山
口
市
宮
野
地
域
を
中
心
と
し
て
、

地
域
文
化
資
源
の
活
用
を
通
じ
た
地
域
・
大
学
間
連
携
に
よ
る
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

き（
１
（た

。
宮
野
に
は
数
多
く
の
地
域
文
化
資
源
が
存
在
す
る
が
、
大
学
の
北
に
位
置
す
る
木
梨

邸
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
木
梨
邸
は
、
戊
辰
戦
争
で
東
海
道
鎮
撫
総
督
参
謀
な
ど
を
務
め
、

英
国
公
使
パ
ー
ク
ス
と
会
見
し
江
戸
城
無
血
開
城
に
関
わ
っ
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
木
梨
精

一
郎
（
一
八
四
五
～
一
九
一
〇
）
ゆ
か
り
の
邸
宅（

２
（で

、
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
に
建
造
さ

れ
た
木
造
数
寄
屋
建
築
が
現
存
し
、
敷
地
内
に
は
精
一
郎
の
墓
所
な
ど
が
あ（

３
（る

。

文
化
財
は
、
国
や
地
域
の
歴
史
や
文
化
を
知
る
う
え
で
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
根
本
資
料

で
あ
る
。
地
域
文
化
資
源
の
活
用
を
図
る
場
合
、
ま
ず
は
そ
の
地
域
に
伝
わ
る
文
化
財
に
つ

い
て
理
解
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
が
、
近
世
以
降
の
文
化
財
は
古
代
・
中
世
の
も
の
に
比

し
て
現
存
す
る
数
が
多
く
、
そ
の
た
め
未
だ
整
理
が
行
わ
れ
ず
、
そ
の
存
在
や
重
要
性
が
あ

ま
り
世
に
知
ら
れ
て
い
な
い
場
合
も
少
な
く
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
ま
ず
は

地
域
文
化
財
（
地
域
に
伝
わ
る
地
域
ゆ
か
り
の
文
化
財
）
の
整
理
を
行
い
、
そ
の
内
容
を
把

握
す
る
こ
と
が
何
よ
り
も
重
要
で
あ
ろ
う
。

山
口
県
で
は
、
平
成
四
年
（
一
九
九
二
）
よ
り
県
史
編
纂
事
業
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
県

史
編
さ
ん
室
で
は
、
こ
れ
ま
で
山
口
県
内
外
で
史
料
調
査
を
実
施
し
て
き
た
。
現
在
、
明
治

維
新
部
会
で
は
『
山
口
県
史　

通
史
編　

幕
末
維
新
』
を
編
纂
中
で
あ
り
、
そ
の
過
程
に
お

い
て
、
幸
い
に
も
木
梨
邸
お
よ
び
木
梨
家
所
蔵
史
料
に
つ
い
て
調
査
す
る
機
会
を
得
た
。
現

在
、
木
梨
家
所
蔵
史
料
の
一
部
は
山
口
県
文
書
館
に
寄
託
さ
れ
て
い
る
が
、
同
史
料
は
幕
末

期
以
降
の
長
州
藩
（
山
口
県
）
や
宮
野
地
域
の
歴
史
を
は
じ
め
、
木
梨
精
一
郎
と
明
治
政
府

要
人
や
文
化
人
と
の
様
々
な
交
流
を
知
る
う
え
で
大
変
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
同

史
料
に
つ
い
て
は
未
だ
整
理
が
完
全
に
は
終
了
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
た
め
他
の
地
域
文
化
財

と
同
様
に
、
今
な
お
そ
の
内
容
が
知
ら
れ
て
い
な
い
も
の
も
多
く
、
そ
れ
ら
が
研
究
な
ど
に

十
分
に
活
用
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
地
域
文
化
資
源
と
し
て
の
木
梨
邸
の
将
来
的
な
活
用
や
山
口
県
史
研

究
に
資
す
る
べ
く
、
こ
れ
ま
で
明
治
維
新
部
会
が
実
施
し
て
き
た
木
梨
家
所
蔵
史
料
の
調
査

成
果
の
一
部
を
報
告
し
、
地
域
文
化
財
の
整
理
の
重
要
性
を
改
め
て
確
認
す
る
と
と
も
に
、

そ
の
保
全
の
問
題
や
、
今
後
の
地
域
・
大
学
間
連
携
の
取
り
組
み
に
求
め
ら
れ
る
事
柄
な
ど

に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い
き
た
い
。

一
、
木
梨
家
に
つ
い
て

木
梨
家
所
蔵
史
料
の
検
討
に
入
る
前
に
、
ま
ず
は
木
梨
家
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。

木
梨
家
は
平
貞
盛
の
末
裔
と
い
わ
れ
、
備
後
国
南
部
で
勢
力
を
誇
っ
た
杉
原
氏
の
庶
流
に

あ
た
る
。
杉
原
氏
は
、
石
清
水
八
幡
宮
領
備
後
国
御
調
郡
椙
原
保
を
本
貫
地
と
す
る
備
後
国

衙
の
在
庁
官
人
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
、
室
町
幕
府
の
奉
公
衆
と
し
て
活
動
し
た
こ
と
で
も
知

ら
れ
る
が
、
惣
領
家
が
徐
々
に
衰
退
し
て
い
く
な
か
、
南
北
朝
期
以
降
に
台
頭
し
て
き
た
の

が
庶
流
で
あ
る
信
平
・
為
平
兄
弟
と
そ
の
子
孫
で
あ
る
信
平
系
杉
原
氏
で
あ
っ
た
と
さ
れ（

４
（る

。

現
在
、
木
梨
家
に
は
複
数
の
系
図
・
系
譜
類
が
伝
わ
っ
て
お（

５
（り

、
そ
れ
ら
の
う
ち
、
「
木

梨
家
先
祖
由
来
伝
書
」
（
木
梨
家
一
一
）
、
「
木
梨
家
先
祖
由
来
書
」
（
木
梨
家
一
三
）
、

「
木
梨
家
先
祖
由
来
書
」
（
木
梨
家
所
在
）
な
ど
に
は
信
平
・
為
平
兄
弟
の
逸
話
が
み
ら
れ

る（
６
（が

、
そ
れ
ら
に
よ
る
と
、
信
平
・
為
平
兄
弟
は
、
後
醍
醐
天
皇
と
対
立
す
る
足
利
尊
氏
が

戦
に
敗
れ
て
西
国
に
下
向
し
た
建
武
三
年
（
一
三
三
六
）
に
そ
の
麾
下
に
加
わ
り
、
多
々
良
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浜
の
戦
い
で
軍
功
を
あ
げ
た
こ
と
か
ら
、
尊
氏
よ
り
備
後
国
御
調
郡
木
梨
庄
十
三
か
村
を
宛

行
わ
れ
て
鷲
尾
山
城
（
釈
迦
ヶ
峰
城
）
を
居
城
と（

７
（し

、
こ
れ
以
後
、
子
孫
は
「
木
梨
」
を
家

名
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
さ
れ
る
（
木
梨
杉
原
氏
）
。

そ
の
後
、
十
五
世
紀
末
か
ら
十
六
世
紀
前
半
に
か
け
て
京
都
で
は
将
軍
権
力
に
分
裂
が
起

こ
り
、
備
後
・
安
芸
国
で
も
山
名
・
大
内
・
尼
子
氏
な
ど
が
勢
力
を
広
げ
、
諸
豪
族
の
抗
争

と
再
編
成
が
進
む
な
か
、
木
梨
杉
原
氏
（
木
梨
家
）
は
奉
公
衆
と
し
て
の
立
場
を
転
換
し
、

他
の
有
力
者
と
の
結
び
付
き
を
強
め
た
と
い
い
、
木
梨
杉
原
氏
（
木
梨
家
）
は
尼
子
経
久
と

結
び
勢
力
拡
大
を
図
る
も
、
大
永
七
年
（
一
五
二
七
）
に
尼
子
氏
と
対
立
す
る
大
内
氏
の
攻

勢
が
安
芸
・
備
後
国
で
始
ま
る
と
、
や
が
て
大
内
氏
に
降
っ
た
と
さ
れ（

８
（る

。

そ
の
後
、『
萩
藩
閥
閲
録
』
巻
五
三
・
木
梨
右
衛
門
八
に
「
為
二
御
兄
弟
一
、
別
而
申
談
本

望
候
。
然
上
者
於
二
向
後
一
大
小
事
不
レ
可
レ
有
二
疎
意
一
候
。
若
於
二
此
旨
一
偽
者
、
日
本
国

中
大
小
神
祇
、
殊
当
州
厳
島
両
大
明
神
可
レ
罷
二
蒙
御
罰
一
者
也
。
仍
契
約
状
如
レ
件
」
と
あ

る
よ
う
に
、
天
文
二
十
一
年
（
一
五
五
二
、
あ
る
い
は
同
二
十
二
年
）
六
月
二
十
八
日
に
は
、

小
早
川
隆
景
と
木
梨
隆
盛
（
高
盛
）
の
間
で
兄
弟
の
契
り
を
結
ぶ
起
請
文
が
取
り
交
わ
さ
れ

て
お
り
、
こ
れ
を
機
に
木
梨
杉
原
氏
（
木
梨
家
）
は
隆
景
を
通
じ
て
毛
利
氏
の
傘
下
に
入
っ

た
と
さ（

９
（れ

、
「
木
梨
家
先
祖
由
来
書
」
に
よ
る
と
、
そ
の
後
、
天
正
十
二
年
（
一
五
八
四
）

に
木
梨
元
恒
が
居
城
を
権
現
山
城
（
千
光
寺
山
城
）
に
移
す
も
、
同
十
九
年
（
一
五
九
一
）

に
は
豊
臣
秀
吉
の
山
城
停
止
令
に
よ
り
、
木
梨
広
盛
が
再
び
居
城
を
鷲
尾
山
城
（
釈
迦
ヶ
峰

城
）
に
戻
し
た
と
さ
れ（

（（
（

る
。
そ
の
後
、
広
盛
は
毛
利
輝
元
の
命
に
よ
り
周
防
国
に
改
易
さ
れ
、

程
な
く
子
孫
の
な
い
ま
ま
早
世
し
た
と
さ
れ
る（

（（
（

が
、
弟
（
子
息
と
も
）
・
景
吉
に
よ
り
家
は

存
続
し
、
の
ち
に
そ
の
子
孫
か
ら
精
一
郎
を
輩
出
す
る
こ
と
に
な
る
。

二
、
奉
勅
始
末
を
め
ぐ
る
木
梨
精
一
郎
の
動
向

木
梨
家
所
蔵
史
料
の
う
ち
、
も
っ
と
も
多
く
の
比
重
を
占
め
て
い
る
の
が
木
梨
精
一
郎
に

関
す
る
史
料
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
具
体
的
な
検
討
に
入
る
前
に
、
ま
ず
は
木
梨
精
一
郎
の
履

歴
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。
現
在
、
木
梨
家
に
は
精
一
郎
の
詳
細
な
履
歴
を
含
む

「
木
梨
家
系
譜
」
や
「
平
氏
木
梨
家
系
譜
」
（
木
梨
家
三
）
の
ほ
か
、
そ
の
も
と
に
な
っ
た

と
思
わ
れ
る
「
履
歴
書　

木
梨
助
太
郎
」
（
木
梨
家
二
二
八
）、「
錦
鶏
間
祗
候
正
三
位
勲
二

等
男
爵
木
梨
精
一
郎
履
歴
」
（
木
梨
家
二
二
九
）
が
伝
え
ら
れ
て
い（

（（
（

る
。
こ
れ
ら
の
史
料
を

も
と
に
、
精
一
郎
の
履
歴
に
つ
い
て
ま
と
め
る
と
、
お
よ
そ
次
の
よ
う
に
な
る
。

精
一
郎
は
、
木
梨
安
之
允
（
彦
右
衛
門
：
一
八
二
一
～
八
九
）
と
田
中
九
郎
右
衛
門
正

路
女
の
も（

（（
（

と
、
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
九
月
九
日
に
誕
生
し
た
。
安
政
七
（
万
延
元
）
年

（
一
八
六
〇
）
二
月
二
十
一
日
に
心
添
見
習
と
し
て
父
と
共
に
江
戸
に
上
る
こ
と
を
許
さ

れ
、
十
二
月
十
七
日
に
江
戸
の
藩
校
有
備
館
に
入
門
、
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
四
月
に
父

と
共
に
上
京
し
た
後
、
世
子
・
毛
利
定
広
（
元
徳
）
の
供
を
勤
め
て
帰
藩
、
十
一
月
三
日
に

練
兵
場
に
入
込
を
命
じ
ら
れ
た
。
同
三
年
（
一
八
六
三
）
正
月
に
江
戸
で
旗
本
一
手
小
隊
司

令
士
と
な
り
、
二
月
十
日
に
剣
槍
銃
陣
砲
術
修
行
の
た
め
上
京
を
命
じ
ら
れ
る
も
、
下
関

事
件
の
際
に
は
現
地
へ
の
出
張
を
請
願
し
て
許
可
さ
れ
、
そ
の
後
、
萩
に
召
還
さ
れ
て
五
月

十
八
日
に
定
広
の
前
詰
と
な
っ
た
。
慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）
五
月
二
十
二
日
に
手
廻
組
に

加
わ
り
、
小
姓
役
を
命
じ
ら
れ
、
閏
五
月
二
十
九
日
に
干
城
隊
に
入
隊
し
て
山
口
学
校
に
入

込
を
命
じ
ら
れ
、
山
口
町
兵
四
番
小
隊
司
令
と
な
っ
た
後
、
同
二
年
（
一
八
六
六
）
に
徳
地

宰
判
一
手
軍
監
参
謀
心
得
と
な
り
、
九
月
十
日
に
学
科
塾
に
入
込
を
命
じ
ら
れ
、
十
月
三
日

に
は
第
二
奇
兵
隊
へ
入
隊
。
同
三
年
（
一
八
六
七
）
十
一
月
二
十
三
日
に
先
発
人
数
と
共
に

上
坂
を
命
じ
ら
れ
、
慶
応
四
（
明
治
元
）
年
（
一
八
六
八
）
正
月
の
鳥
羽
・
伏
見
の
戦
い
に
参

戦
す
る
と
、
同
月
七
日
に
東
海
道
鎮
撫
総
督
参
謀
、
六
月
七
日
に
奥
羽
追
討
総
督
参
謀
、
同

月
九
日
に
大
総
督
府
参
謀
補
助
、
九
月
九
日
に
仙
台
追
討
兵
惣
軍
監
を
歴
任
。
明
治
二
年

（
一
八
六
九
）
に
山
口
藩
軍
政
主
事
助
役
と
な
り
、
同
三
年
（
一
八
七
〇
）
に
同
藩
軍
事
権

少
参
事
お
よ
び
陸
軍
局
大
属
、
同
四
年
（
一
八
七
一
）
に
兵
部
少
丞
、
同
五
年
（
一
八
七
二
）

に
陸
軍
少
丞
、
同
七
年
（
一
八
七
四
）
に
内
務
省
七
等
出
仕
お
よ
び
第
一
局
第
二
課
事
務
心

得
、
同
八
年
（
一
八
七
五
）
に
第
一
局
第
四
課
兼
第
二
課
事
務
心
得
お
よ
び
第
四
局
事
務
心

得
、
同
九
年
（
一
八
七
六
）
に
は
内
務
少
丞
と
な
り
、
琉
球
藩
で
も
在
勤
（
在
勤
中
、
藩
内

裁
判
事
務
取
扱
）
、
同
十
年
（
一
八
七
七
）
に
は
内
務
少
書
記
官
お
よ
び
陸
軍
中
佐
と
な
り
、

山
口
県
出
張
時
に
は
権
令
心
得
を
勤
め
、
同
十
二
年
（
一
八
七
九
）
に
沖
縄
県
令
心
得
と

な
り
、
帰
京
後
に
会
計
局
事
務
取
扱
、
同
十
三
年
（
一
八
八
〇
）
に
取
調
局
事
務
取
扱
、
同

十
四
年
（
一
八
八
一
）
に
新
潟
県
大
書
記
官
、
同
十
七
年
（
一
八
八
四
）
に
長
野
県
令
、
同

十
九
年
（
一
八
八
六
）
に
長
野
県
知
事
、
同
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
に
元
老
院
議
官
、
同

二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）
に
貴
族
院
議
員
と
な
り
、
錦
鶏
間
祗
候
を
命
じ
ら
れ
、
同
二
十
九

年
（
一
八
九
六
）
に
は
華
族
に
列
し
て
男
爵
を
授
け
ら
れ
る
な
ど
、
数
々
の
要
職
を
歴
任
し

た
。
そ
の
後
、
同
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）
、
東
京
か
ら
帰
郷
す
る
途
中
に
京
都
で
病
に
罹

り
、
四
月
二
十
六
日
、
正
三
位
勲
二
等
に
叙
さ
れ
た
日
に
同
地
で
亡
く
な
っ
て
い（

（（
（

る
。

　

こ
の
精
一
郎
に
関
す
る
木
梨
家
所
蔵
史
料
の
う
ち
、
こ
こ
で
特
に
と
り
あ
げ
た
い
の
が
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「
宮
島
誠
一
郎
筆
七
言
律
詩
」
で
あ（

（（
（

る
。
旧
米
沢
藩
士
で
あ
る
宮
島
誠
一
郎
（
一
八
三
八
～

一
九
一
一
）
は
、
藩
校
で
あ
る
興
譲
館
で
研
鑽
を
積
み
、
明
治
三
年
に
は
待
詔
院
下
局
出
仕

と
な
り
、
そ
の
後
、
左
院
大
議
生
お
よ
び
左
院
少
義
官
儀
制
課
長
、
権
少
内
史
、
修
史
局
御

用
掛
、
修
史
館
御
用
掛
、
参
事
院
議
官
補
、
宮
内
省
華
族
局
主
事
補
、
爵
位
局
主
事
補
、
貴

族
院
議
員
な
ど
を
歴
任
し
た
人
物
で
あ（

（（
（

る
。
こ
の
宮
島
誠
一
郎
が
、
木
梨
精
一
郎
に
つ
い
て

詠
ん
だ
詩
を
、
明
治
三
十
四
年
（
一
九
〇
一
）
五
月
に
揮
毫
し
た
も
の
が
本
作
品
で
あ
る
。

宮島誠一郎筆七言律詩（木梨家所蔵）
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地域文化財からみた木梨精一郎

（
朱
印
）

憶
二
君
辛
苦
一
雪
二
公
冤
一
、
奉　

勅
一
書
今
尚
存
、
捧
日
心
能
酬
二
北
闕
一
、
参
謀
名
早

震
二
東
藩
一
、
防
長
孤
憤
排
二
強
敵
一
、
橋
梓
精
忠
表
二
徳
門
一
、
記
否
曾
来
二
興
譲
館
一
、

春
杯
満
レ
酌
放
二
懐
論
一
。

男
爵
木
梨
精
一
郎
君
、
戊
辰
之
役
奉
二
参
謀
之
命
一
到
二
東
国
一
大
著
二
名
声
一
。
曾
際

二
国
難
一
与
二　

尊
大
人
一
持
二
奉
勅
始
末
書
一
、
到
二
我
米
沢
一
。
今
已
三
十
八
年
、
恍

如
二
一
夢
一
。
聊
述
二
所
懐
一
以
奉
呈
。
辛
丑
五
月

栗
香
宮
島
誠
一
郎
書
（
朱
印
）
（
朱
印
）

　

本
作
品
に
は
、
木
梨
精
一
郎
が
天
皇
や
藩
主
に
忠
誠
を
尽
く
し
た
こ
と
、
戊
辰
戦
争
で
参

謀
と
し
て
活
躍
し
、
そ
の
名
声
が
東
国
で
鳴
り
響
い
た
こ
と
、
「
尊
大
人
」
と
共
に
奉
勅
始

末
を
携
え
て
米
沢
藩
に
到
り
、
誠
一
郎
と
興
譲
館
で
杯
を
交
わ
し
て
語
り
合
っ
た
こ
と
な
ど

が
記
さ
れ
て
い
る
。
明
治
三
十
四
年
五
月
と
い
え
ば
、
宮
島
誠
一
郎
の
『
辛
丑
日
記
』
同
月

十
七
日
条
に
、
「
木
梨
男
爵
入
来
。
此
度
山
口
県
え
帰
り
、
亡
父
彦
右
衛
門
之
十
三
年
忌
を

営
む
為
ニ
、
春
中
贈
与
之
七
律
詩
を
二
葉
揮
毫
を
乞
度
、
一
ツ
ハ
旧
宅
書
斎
え
掛
度
、
一
ツ

ハ
牌
寺
ニ
宝
蔵
致
度
、
十
九
日
迄
認
め
、
殊
廿
日
ニ
家
来
を
受
取
ニ
遣
す
旨
約
束
し
而
辞

去
」
と
あ
り
、
こ
こ
か
ら
精
一
郎
が
五
月
十
七
日
に
宮
島
の
も
と
を
訪
れ
、
山
口
で
亡
父
・

彦
右
衛
門
の
十
三
回
忌
法
要
を
営
む
の
に
あ
わ
せ
て
、
「
春
中
贈
与
之
七
律
詩
を
二
葉
」
ほ

ど
揮
毫
す
る
よ
う
依
頼
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か（

（（
（

る
。
精
一
郎
に
よ
る
と
、
こ
の
う
ち
の
一
つ

を
「
旧
宅
書
斎
（
現
在
の
木
梨
邸
）
」
に
掛
け
、
も
う
一
つ
を
牌
寺
（
彦
右
衛
門
の
位
牌
を

安
置
す
る
寺
院
）
に
納
め
る
つ
も
り
で
あ
る
と
い
う
。

　

ま
た
、
こ
こ
に
「
春
中
贈
与
」
と
あ
る
の
は
、
『
辛
丑
日
記
』
同
年
二
月
七
日
条
に
、

「
枕
上
詩
一
首
を
賦
し
、
木
梨
精
一
郎
え
遣
す
」
と
あ
り
、
続
け
て
「
憶
二
君
辛
苦
一
雪
二

公
冤
一
～
春
杯
満
レ
酌
放
二
懐
論
一
」
の
詩
が
記
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
本
詩
が
も
と
は
二
月
七

日
に
宮
島
か
ら
精
一
郎
に
贈
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
に
対
応
す
る
。
精
一
郎
は
、
四
月

十
七
日
に
も
宮
島
の
も
と
を
訪
れ
、
本
詩
の
揮
毫
を
依
頼
し
て
お（

（（
（

り
、
五
月
十
七
日
の
来
訪

は
再
度
そ
れ
を
依
頼
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
宮
島
は
五
月
十
九
日
に
揮
毫（

（（
（

し
、
同
月
二
十
三
日
に
そ
れ
を
精
一
郎
に
届
け
て
い
る（

（（
（

が
、
本
作
品
は
ま
さ
に
こ
の
時
に
揮

毫
さ
れ
た
う
ち
の
「
旧
宅
書
斎
（
旧
里
居
宅
）
」
用
の
も
の
と
判
断
さ
れ
、
こ
れ
は
『
辛
丑

日
記
』
の
記
述
を
裏
付
け
る
重
要
な
実
物
史
料
で
あ
る
。

　

こ
の
「
宮
島
誠
一
郎
筆
七
言
律
詩
」
の
款
記
に
は
、
精
一
郎
が
米
沢
藩
を
訪
れ
て
か
ら

「
今
已
三
十
八
年
」
と
あ
る
が
、
明
治
三
十
四
年
（
辛
丑
）
か
ら
数
え
て
三
十
八
年
前
に
あ

た
る
の
が
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
で
あ
る
。
こ
の
前
年
の
文
久
三
年
五
月
十
日
、
長
州

藩
は
豊
前
国
企
救
郡
田
野
浦
沖
に
碇
泊
中
の
ア
メ
リ
カ
商
船
ペ
ン
ブ
ロ
ー
ク
を
砲
撃
、
同
月

二
十
三
日
に
は
下
関
海
峡
を
航
行
中
の
フ
ラ
ン
ス
軍
艦
キ
ャ
ン
シ
ャ
ン
、
同
月
二
十
六
日
に

は
オ
ラ
ン
ダ
軍
艦
メ
デ
ュ
ー
サ
を
砲
撃
す
る
な
ど
、
諸
藩
に
先
駆
け
て
い
ち
早
く
攘
夷
を
決

行
し
た
も
の
の
、
六
月
一
日
に
は
ア
メ
リ
カ
軍
艦
ワ
イ
オ
ミ
ン
グ
の
砲
撃
に
よ
り
庚
申
丸
・

壬
戌
丸
な
ど
の
藩
の
軍
艦
が
沈
没
・
転
覆
し
、
同
月
五
日
に
は
フ
ラ
ン
ス
軍
艦
セ
ミ
ラ
ミ
ス

と
タ
ン
グ
レ
ー
ド
の
砲
撃
に
遭
い
、
下
関
の
前
田
砲
台
を
破
壊
さ
れ
る
な
ど
手
痛
い
敗
北
を

喫
し
て
い
た
。
ま
た
、
八
月
十
八
日
に
は
尊
攘
急
進
派
が
朝
廷
お
よ
び
そ
の
周
辺
か
ら
一
掃

さ
れ
、
長
州
藩
に
よ
る
京
都
御
所
堺
町
御
門
の
警
固
が
停
止
さ
れ
る
、
い
わ
ゆ
る
「
八
月

十
八
日
の
政
変
」
が
起
き
る
な
ど
、
長
州
藩
は
苦
境
に
立
た
さ
れ
て
い（

（（
（

た
。
こ
う
し
た
状
況

の
な
か
、
長
州
藩
は
、
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
の
ペ
リ
ー
来
航
以
来
、
藩
主
父
子
が
一
貫

し
て
天
皇
の
叡
慮
遵
奉
に
努
め
て
き
た
こ
と
、
長
州
藩
は
海
上
交
通
の
要
衝
に
あ
た
る
赤
間

関
を
領
有
す
る
責
任
あ
る
立
場
で
あ
り
、
攘
夷
期
限
の
五
月
十
日
に
攘
夷
を
実
行
し
た
の
は

あ
く
ま
で
叡
慮
に
基
づ
く
も
の
で
独
断
妄
動
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
と
す
る
、
奉
勅
始
末
を

朝
廷
に
提
出
し
て
弁
明
を
試
み
る（

（（
（

が
、
奉
勅
始
末
を
携
え
京
都
に
派
遣
さ
れ
た
長
州
藩
家
老

井
原
主
計
の
入
京
は
最
後
ま
で
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
一
方
、
長
州
藩
は
奉
勅
始

末
を
携
え
た
使
者
を
諸
藩
に
も
派
遣
し
、
同
じ
く
弁
明
を
図
る
こ
と
に
し
た（

（（
（

が
、
本
作
品
に

み
え
る
「
曾
際
二
国
難
一
」
と
は
ま
さ
に
こ
の
時
の
状
況
を
意
味
し
て
お
り
、
「
持
二
奉
勅

始
末
書
一
、
到
二
我
米
沢
一
」
と
は
奉
勅
始
末
を
携
え
た
長
州
藩
の
使
者
が
米
沢
藩
に
派
遣

さ
れ
た
こ
と
を
述
べ
た
も
の
で
あ（

（（
（

る
。

　

本
作
品
に
は
、
木
梨
精
一
郎
が
「
尊
大
人
」
と
共
に
奉
勅
始
末
を
携
え
て
米
沢
藩
を
訪
れ

た
と
あ
る
が
、
「
尊
大
人
」
と
は
父
親
の
尊
称
で
あ
り
、
本
作
品
に
よ
れ
ば
、
精
一
郎
は

父
・
彦
右
衛
門
に
同
道
し
て
米
沢
藩
を
訪
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
こ
の
時
の

諸
藩
へ
の
使
者
派
遣
に
つ
い
て
、
長
州
藩
側
の
史
料
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

【
史
料
一
】「
列
藩
事
」（
「
諸
記
録
綴
込
」
毛
利
家
文
庫
三
二
部
寄
一
一
、
山
口
県
文
書
館
蔵
）

亥
十
二
月
九
日
、
上
総
殿
被
レ
仰
二
渡
之
一
。

木
梨
彦
右
衛
門　
　
　

　

右
、
仙
台
・
上
杉
・
佐
竹
・
相
馬
・
板
倉
え
御
使
者
と
し
て
被
二
差
越
一
候
事
。
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同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
人

　

右
、
御
使
者
相
勤
候
向
々
え
と
御
側
御
用
人
之
唱
ニ
被
二
仰
付
一
候
事
。

【
史
料
二
】
「
列
藩
事
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

杉
徳
輔

右
、
水
府
え
御
使
と
し
て
可
レ
被
二
差
越
一
哉
。

右
、
亥
十
二
月
十
日
、
上
総
殿
申
二
渡
之
一
。

「
諸
記
録
綴
込
」
と
は
、
嘉
永
六
年
か
ら
明
治
四
年
ま
で
の
藩
庁
記
録
三
五
六
件
の
簿
冊
を

解
冊
し
て
編
年
順
に
綴
じ
直
し
た
、
四
二
七
冊
に
及
ぶ
一
大
文
書
群
で
あ（

（（
（

る
。
【
史
料
一
】

に
よ
る
と
、
木
梨
彦
右
衛
門
は
文
久
三
年
十
二
月
九
日
に
藩
主
父
子
の
書
翰
と
共
に
奉
勅
始

末
を
携
え
て
仙
台
・
米
沢
（
上
杉
）
・
秋
田
（
佐
竹
）
・
相
馬
・
福
島
（
板
倉
）
藩
へ
赴
く

よ
う
、
長
州
藩
家
老
根
来
上
総
よ
り
命
じ
ら
れ
て
お
り
、
【
史
料
二
】
か
ら
は
、
同
月
十
日

に
根
来
上
総
が
杉
徳
輔
（
孫
七
郎
）
に
水
戸
藩
に
赴
く
よ
う
命
じ
た
こ
と
が
わ
か（

（（
（

る
。

【
史
料
三
】
「
列
藩
事
」

亥
十
二
月
十
一
日
、
上
総
殿
被
二
仰
渡
一
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　

木
梨
助
太
郎

　
　

右
、
杉
徳
輔
同
道
ニ
而
水
府
被
二
差
越
一
候
事
。

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　

佐
々
木
謙
蔵

　
　

右
、
木
梨
彦
右
衛
門
同
道
ニ
て
仙
台
其
外
え
被
二
差
越
一
候
事
。

　

一
方
、
同
月
十
一
日
に
木
梨
精
一
郎
（
助
太
郎
）
が
根
来
上
総
よ
り
命
じ
ら
れ
た
の
は
、

父
・
彦
右
衛
門
と
の
同
道
で
は
な
く
杉
徳
輔
と
の
同
道
で
あ
り
、
【
史
料
三
】
に
よ
る
と
、

彦
右
衛
門
と
の
同
道
を
命
じ
ら
れ
た
の
は
佐
々
木
謙
蔵
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
「
宮
島
誠
一
郎

筆
七
言
律
詩
」
の
記
述
と
相
違
す
る
。
そ
の
後
、
杉
徳
輔
に
対
し
て
は
同
月
十
五
日
に
加
賀（

（（
（

藩
、
木
梨
彦
右
衛
門
に
対
し
て
は
同
月
十
七
日
に
宇
都
宮
（
戸
田
）
藩
へ
の
派
遣
が
あ
わ
せ

て
命
じ
ら（

（（
（

れ
、
両
者
は
同
道
者
で
あ
る
木
梨
精
一
郎
（
助
太
郎
）
お
よ
び
佐
々
木
謙
蔵
と
共

に
、
そ
れ
ぞ
れ
同
月
十
九
日
に
山
口
を
出
立
し
て
い（

（（
（

る
。

　

本
作
品
に
関
し
、
木
梨
彦
右
衛
門
が
長
州
藩
の
使
者
と
し
て
米
沢
藩
を
訪
れ
た
こ
と
は
間

違
い
な
く
、
肥
後
藩
の
「
尊
攘
録
探
索
書
」
で
は
、
肥
後
藩
士
田
中
彦
右
衛
門
か
ら
の
報
告

と
し
て
、
木
梨
彦
右
衛
門
は
元
治
元
年
二
月
二
十
三
日
か
ら
二
十
六
日
ま
で
米
沢
藩
に
滞
在

し
、
藩
主
上
杉
斉
憲
と
謁
見
、
二
十
七
日
に
米
沢
藩
を
出
立
し
て
秋
田
藩
に
向
か
っ
た
と
さ

れ
て
お（

（（
（

り
、
実
際
に
彦
右
衛
門
は
三
月
十
二
日
に
秋
田
藩
に
着
し
、
同
月
十
八
日
に
同
地
よ

り
帰
国
の
途
に
つ
い
た
こ
と
が
、
秋
田
藩
側
の
史
料
か
ら
も
確
認
さ
れ（

（（
（

る
。
ま
た
、
『
上
杉

家
御
年
譜
』
に
は
、
彦
右
衛
門
は
二
月
二
十
日
に
米
沢
藩
に
着
し
、
二
十
四
日
に
藩
主
上
杉

斉
憲
と
謁
見
、
長
州
藩
主
毛
利
敬
親
の
直
書
を
差
し
出
し
、
二
十
六
日
に
再
度
謁
見
、
斉
憲

よ
り
返
答
を
賜
っ
た
と
あ（

（（
（

る
。
こ
の
よ
う
に
、
滞
在
期
間
に
若
干
の
相
違
は
み
ら
れ
る
も
の

の
、
元
治
元
年
二
月
下
旬
に
彦
右
衛
門
が
米
沢
藩
を
訪
れ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
り
、
こ
の
こ

と
は
「
宮
島
誠
一
郎
筆
七
言
律
詩
」
の
記
述
と
一
致
す
る
。

　

一
方
、
彦
右
衛
門
の
同
道
者
に
つ
い
て
は
「
尊
攘
録
探
索
書
」
や
『
上
杉
家
御
年
譜
』
な

ど
に
記
載
が
な
く
、
ま
た
管
見
の
限
り
、
長
州
藩
側
の
史
料
に
お
い
て
も
出
発
時
の
同
道
を

命
じ
る
記
録
し
か
見
当
た
ら
な
い
。
そ
の
た
め
従
来
、
彦
右
衛
門
に
同
道
し
て
米
沢
藩
を
訪

れ
た
の
は
佐
々
木
謙
蔵
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
て
き
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
の
「
宮
島

誠
一
郎
筆
七
言
律
詩
」
の
発
見
に
よ
り
、
実
際
に
彦
右
衛
門
と
共
に
米
沢
藩
を
訪
れ
て
い
た

の
は
木
梨
精
一
郎
（
助
太
郎
）
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
む
ろ
ん
、
本
作
品
が
揮
毫
さ

れ
た
時
期
は
あ
く
ま
で
明
治
三
十
四
年
五
月
十
九
日
で
あ
り
、
精
一
郎
（
助
太
郎
）
が
米
沢

藩
を
訪
れ
た
と
さ
れ
る
元
治
元
年
か
ら
既
に
三
十
八
年
も
の
歳
月
が
経
過
し
て
お
り
、
こ
の

点
は
十
分
に
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
、
当
事
者
で
あ
る
旧
米
沢
藩
士
の
宮
島
誠
一

郎
が
、
米
沢
で
木
梨
彦
右
衛
門
・
精
一
郎
（
助
太
郎
）
父
子
に
会
っ
た
と
款
記
に
記
し
た
こ

と
の
意
味
は
や
は
り
看
過
す
る
べ
き
で
は
あ
る
ま
い
。
そ
れ
で
は
何
故
に
、
精
一
郎
（
助
太

郎
）
が
彦
右
衛
門
に
同
道
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
。
そ
の
間
の
事
情
が
窺
え
る
の
が
、
以

下
の
史
料
で
あ
る
。

【
史
料
四
】
「
列
藩
事
」

亥
十
二
月
十
日
、
上
総
殿
被
二
仰
渡
一
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

杉
徳
輔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
梨
彦
右
衛
門

右
、
関
東
御
使
と
し
て
被
二
差
越
一
候
之
処
、
御
勤
先
之
儀
者
、
両
人
申
合
相
勤

候
様
可
レ
被
二
仰
付
一
哉
。

但
、
彦
右
衛
門
儀
者
、
御
勤
之
御
先
方
余
分
有
レ
之
候
付
、
徳
輔
儀
も
水
府
罷

越
候
事
ニ
付
、
両
人
間
申
合
配
当
仕
候
ハ
ヽ
、
御
用
早
々
相
運
可
レ
申
候
間
、

又
々
奉
レ
伺
候
。
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【
史
料
四
】
に
よ
る
と
、
杉
徳
輔
に
比
し
て
木
梨
彦
右
衛
門
の
訪
問
先
が
多
く
、
両
者
と

も
関
東
方
面
に
赴
く
こ
と
か
ら
、
訪
問
先
を
両
者
の
間
で
調
整
す
れ
ば
、
使
者
の
務
め
を
速

や
か
に
果
た
せ
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
『
浦
日
記
』
文
久
三
年

十
二
月
二
十
七
日
条
に
は
、
「
此
間
、
杉
徳
輔
・
木
梨
助
太
郎
、
水
戸
・
加
州
え
、
木
梨
彦

右
衛
門
・
佐
々
木
謙
蔵
、
仙
台
・
佐
竹
・
上
杉
・
相
馬
・
板
倉
・
戸
田
。
尤
此
内
順
路
次
第
、

徳
輔
も
来
ル
筈
ニ
御
座
候
。
若
殿
様
御
直
翰
、
奉　

勅
始
末
を
も
被
二
差
越
一
候
事
」
と
あ

り
、
こ
こ
か
ら
は
、
出
立
時
に
は
当
初
の
組
み
合
わ
せ
通
り
に
目
的
地
に
向
け
て
出
発
し
た

も
の
の
、
「
尤
此
内
順
路
次
第
、
徳
輔
も
来
ル
筈
ニ
御
座
候
」
と
あ
る
よ
う
に
、
両
組
と
も

途
中
で
合
流
の
う
え
、
訪
問
先
の
調
整
等
を
行
う
可
能
性
が
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
も
と

よ
り
今
後
、
長
州
藩
や
訪
問
先
の
諸
藩
の
史
料
を
更
に
詳
し
く
調
査
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

が
、
以
上
の
点
を
ふ
ま
え
る
と
、
道
中
い
ず
れ
か
の
時
点
で
訪
問
先
あ
る
い
は
同
道
者
の
変

更
が
行
わ
れ
、
結
果
的
に
木
梨
精
一
郎
（
助
太
郎
）
は
父
・
彦
右
衛
門
と
共
に
仙
台
（
実
際

は
出
府
道
中
の
藩
主
の
旅
宿
）
・
米
沢
・
秋
田
藩
を
訪
れ
た
も
の
と
判
断
さ
れ（

（（
（

る
。
も
し
、

こ
の
よ
う
な
解
釈
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
本
作
品
は
単
に
宮
島
誠
一
郎
の
『
辛
丑
日
記
』
の

記
述
を
裏
付
け
る
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
た
長
州
藩
側
の
史
料
内
容
を
補
う

（
訂
正
す
る
）
も
の
と
し
て
も
貴
重
で
あ
る
と
評
価
で
き
よ（

（（
（

う
。

　

こ
の
「
宮
島
誠
一
郎
筆
七
言
律
詩
」
の
存
在
は
、
明
治
維
新
部
会
に
よ
る
こ
の
度
の
調
査

を
通
じ
て
初
め
て
確
認
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
は
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
こ
な

か
っ
た
幕
末
期
長
州
藩
の
細
部
の
動
向
を
明
ら
か
に
し
う
る
非
常
に
重
要
な
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
改
め
て
地
域
文
化
財
に
目
を
向
け
、
そ
の
整
理
を
進
め
て
い
く
と
、
こ
れ
ま

で
知
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
地
域
の
歴
史
の
貴
重
な
一
齣
が
、
か
く
も
新
た
に
浮
か
び
上
が
っ

て
く
る
の
で
あ
る
。

三
、
木
梨
精
一
郎
と
山
口
県
お
よ
び
宮
野
地
域
と
の
関
わ
り

　

木
梨
精
一
郎
と
い
え
ば
、
戊
辰
戦
争
で
参
謀
役
を
務
め
た
こ
と
や
、
そ
の
後
に
就
い
た
役

職
な
ど
に
目
が
向
け
ら
れ
る
こ
と
が
多
い（

（（
（

が
、
そ
れ
ら
は
精
一
郎
の
事
績
の
一
部
で
は
あ
る

が
そ
の
す
べ
て
で
は
な
く
、
ひ
と
た
び
「
木
梨
家
系
譜
」
な
ど
の
史
料
に
目
を
転
ず
れ
ば
、

そ
れ
以
外
の
側
面
に
つ
い
て
も
多
く
の
こ
と
が
窺
え
、
そ
れ
ら
の
な
か
に
は
当
然
、
精
一
郎

と
山
口
県
お
よ
び
宮
野
地
域
と
の
関
わ
り
に
関
す
る
事
柄
も
含
ま
れ
る
。

　

長
州
藩
で
は
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
七
月
二
十
日
に
山
口
移
鎮
が
発
表
さ
れ
、
こ
れ
以

後
、
政
治
の
中
心
は
萩
よ
り
山
口
に
移
る
が
、
木
梨
家
で
は
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
十
一

月
に
宮
野
の
田
畠
と
山
を
購
入（

（（
（

し
、
同
三
年
（
一
八
六
七
）
四
月
に
は
木
梨
彦
右
衞
門
（
椙

原
治
人
）
が
宮
野
に
移
住
し
て
い（

（（
（

る
。
「
木
梨
家
系
譜
」
に
よ
る
と
、
例
え
ば
明
治
二
十
六

年
（
一
八
九
三
）
十
月
二
十
三
日
、
宮
野
村
の
里
道
改
修
費
と
し
て
金
百
円
を
寄
付
し
た

精
一
郎
に
対
し
、
木
杯
一
組
が
下
賜
さ
れ
て
い（

（（
（

る
。
ま
た
、
同
三
十
四
年
（
一
九
〇
一
）

六
月
二
十
二
日
に
は
宮
野
尋
常
高
等
小
学
校
（
現
在
の
山
口
市
立
宮
野
小
学
校
）
の
建
築

費
と
し
て
金
五
十
円
を
寄
付
し
た
こ
と
に
対
し
て
木
杯
一
箇
を
下
賜
さ（

（（
（

れ
、
同
三
十
五
年

（
一
九
〇
二
）
八
月
二
十
七
日
に
は
山
口
県
吉
敷
郡
図
書
館
（
現
在
の
山
口
県
立
山
口
図
書

館
か
）
の
建
築
費
と
し
て
金
百
円
を
寄
付
し
た
こ
と
に
対
し
、
木
杯
一
組
を
下
賜
さ
れ
て
い（

（（
（

る
。

　

ま
た
、
こ
の
他
に
も
例
え
ば
、
精
一
郎
は
山
口
県
の
教
育
振
興
を
目
的
に
旧
藩
主
毛
利
元

徳
の
呼
び
か
け
で
始
ま
っ
た
防
長
教
育
会
の
会
員
に
明
治
二
十
一
年
（
一
八
八
八
）
に
な
っ

て
お（

（（
（

り
、
会
員
と
し
て
金
二
百
円
を
寄
付
し
、
県
内
の
教
育
振
興
に
尽
力
し
て
い（

（（
（

る
。
ま
た
、

同
三
十
一
年
（
一
八
九
八
）
五
月
に
吉
敷
郡
教
育
会
の
基
本
金
の
一
部
と
し
て
金
三
円
を
寄

付
（
（（
（

し
、
五
月
に
特
別
会（

（（
（

員
、
六
月
に
名
誉
会
員
と
な（

（（
（

り
、
吉
敷
郡
の
教
育
に
も
寄
与
し
て
い

る
。
ま
た
、
同
三
十
二
年
に
は
忠
正
公
（
毛
利
敬
親
）
お
よ
び
旧
支
藩
主
の
銅
像
建
設
費
用

と
し
て
金
三
百
円
を
拠
出（

（（
（

し
、
同
三
十
八
年
（
一
九
〇
五
）
五
月
に
は
慈
恵
救
済
資
金
と
し

て
金
三
円
を
寄
付
し
て
い（

（（
（

る
。
ま
た
、
同
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
）
四
月
に
は
萩
所
在
の
県

社
・
志
都
岐
山
神
社
の
修
繕
費
・
保
存
資
金
と
し
て
金
五
十
円
を
寄
付（

（（
（

し
、
八
月
に
は
孤

児
・
貧
児
の
養
育
を
目
的
に
洞
春
寺
十
九
世
住
職
荒
川
道
隆
が
創
設
し
た
山
口
育
児
院
に
対

し
、
金
百
円
を
寄
付
し
て
い（

（（
（

る
。
こ
れ
に
加
え
、
十
二
月
に
は
私
立
鴻
城
中
学
校
（
現
在
の

山
口
県
鴻
城
高
等
学
校
）
の
維
持
費
と
し
て
金
百
円
を
寄
付
す
る
な（

（（
（

ど
、
精
一
郎
は
維
新
後
、

生
活
の
拠
点
を
山
口
県
外
に
移
し
て
か
ら
も
、
故
郷
で
あ
る
山
口
県
や
邸
宅
が
所
在
す
る
宮

野
地
域
の
た
め
に
意
を
尽
く
し
て
い
た
こ
と
が
、
こ
れ
ら
の
史
料
（
地
域
文
化
財
）
か
ら
も

窺
え
る
。

一
般
に
、
歴
史
上
の
人
物
は
と
か
く
特
定
の
側
面
か
ら
の
み
語
ら
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
そ

れ
は
そ
の
人
物
の
郷
土
に
お
い
て
も
例
外
で
は
な
い
。
従
来
、
木
梨
精
一
郎
と
い
え
ば
、
軍

人
と
し
て
の
側
面
な
ど
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
明
治
期
の
精
一
郎
と
山
口
県
、

宮
野
地
域
と
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て
は
、
郷
土
で
あ
る
山
口
県
に
お
い
て
す
ら
、
や
や
も
す

れ
ば
等
閑
視
さ
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
。
し
か
し
、
郷
土
の
人
物
に
つ
い
て
多
面
的
に
捉
え
る
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こ
と
は
、
単
に
そ
の
人
物
を
深
く
理
解
す
る
う
え
で
重
要
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
人
物

の
郷
土
の
歴
史
を
理
解
す
る
う
え
に
お
い
て
も
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
地

域
文
化
財
に
目
を
向
け
る
こ
と
で
、
従
来
あ
ま
り
語
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
新
た
な
郷
土

の
人
物
像
や
地
域
の
歴
史
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
の
で
あ
り
、
こ
こ
か
ら
も
改
め
て
地
域

文
化
財
の
整
理
の
重
要
性
と
そ
の
必
要
性
が
確
認
さ
れ
よ
う
。

お
わ
り
に

以
上
、
明
治
維
新
部
会
が
こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
木
梨
家
所
蔵
史
料
の
調
査
に
つ
い
て
、

そ
の
成
果
の
一
部
を
紹
介
し
て
き
た
。
木
梨
家
所
蔵
史
料
の
調
査
は
現
在
も
継
続
中
で
あ
り
、

今
後
さ
ら
に
調
査
が
進
め
ば
、
新
た
に
多
く
の
事
柄
が
明
ら
か
に
な
る
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ

ま
で
紹
介
し
て
き
た
こ
と
か
ら
だ
け
で
も
、
地
域
文
化
財
に
目
を
向
け
る
こ
と
に
よ
り
、
従

来
あ
ま
り
語
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
地
域
の
歴
史
や
郷
土
の
人
物
に
つ
い
て
、
新
た
な
側

面
が
明
ら
か
に
な
り
得
る
こ
と
が
改
め
て
確
認
さ
れ
よ
う
。

地
域
の
歴
史
を
学
ぶ
際
、
そ
の
主
要
な
手
引
き
書
と
さ
れ
る
も
の
が
自
治
体
史
で
あ
ろ
う

が
、
紙
幅
の
関
係
上
、
自
治
体
史
と
い
え
ど
も
、
そ
こ
で
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
地
域

の
歴
史
の
な
か
の
一
部
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
仮
に
自
治
体
史
な
ど
に
記
述
が
み
え
な
い

か
ら
と
い
っ
て
、
必
ず
し
も
事
実
そ
の
も
の
が
存
在
し
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な

い
。
文
化
財
は
歴
史
や
文
化
の
貴
重
な
証
言
者
で
あ
り
、
地
域
の
歴
史
や
文
化
を
多
面
的
に

捉
え
る
た
め
に
は
、
地
域
文
化
財
に
対
す
る
理
解
を
欠
く
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
今

後
、
地
域
文
化
資
源
と
し
て
木
梨
邸
の
活
用
を
図
る
に
際
し
て
は
、
単
に
邸
宅
の
み
に
着
目

す
る
の
で
は
な
く
、
同
家
に
伝
わ
る
文
化
財
に
つ
い
て
も
理
解
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
重
要

に
な
ろ
う
。
木
梨
家
が
い
か
な
る
歴
史
的
背
景
の
も
と
で
、
地
域
と
ど
の
よ
う
な
関
係
性
を

築
い
て
き
た
か
に
つ
い
て
、
同
家
に
伝
わ
る
文
化
財
を
交
え
て
理
解
す
る
こ
と
に
よ
り
、
初

め
て
木
梨
邸
を
地
域
文
化
資
源
と
し
て
真
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
そ
の
活
用

も
図
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

ま
た
そ
の
上
で
、
木
梨
邸
を
拠
点
と
し
た
地
域
・
大
学
間
連
携
が
果
た
す
役
割
や
可
能
性

に
つ
い
て
考
え
た
場
合
、
そ
れ
が
地
域
住
民
に
と
っ
て
郷
土
の
歴
史
や
文
化
に
つ
い
て
の
再

発
見
、
再
認
識
に
つ
な
が
る
こ
と
は
言
を
俟
た
な
い
が
、
ま
た
一
方
で
、
こ
う
し
た
取
り
組

み
は
地
域
文
化
財
、
地
域
文
化
資
源
が
伝
わ
る
こ
と
の
重
要
性
や
あ
り
が
た
さ
に
つ
い
て
再

認
識
す
る
場
と
も
な
ろ
う
。
地
域
の
歴
史
や
文
化
を
理
解
す
る
う
え
で
欠
く
こ
と
の
で
き
な

い
文
化
財
が
散
逸
せ
ず
に
、
今
も
そ
の
地
域
に
存
在
し
続
け
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
地
域

に
と
っ
て
何
物
に
も
代
え
が
た
い
非
常
に
重
要
な
意
義
あ
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
は
現
在

の
金
額
な
ど
に
は
到
底
換
算
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。
文
化
財
は
一
度
失
わ
れ
て
し
ま
う
と
、

も
う
二
度
と
元
に
戻
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
そ
れ
は
地
域
に
文
化
財
が
伝
わ
る
と
い
う
事

実
そ
の
も
の
に
つ
い
て
も
当
て
は
ま
る
。
仮
に
、
地
域
文
化
財
が
ひ
と
た
び
所
蔵
者
の
も
と

を
離
れ
て
他
地
域
に
渡
る
よ
う
な
こ
と
に
で
も
な
れ
ば
、
そ
の
文
化
財
が
地
域
と
こ
れ
ま
で

共
有
し
て
き
た
密
接
な
歴
史
的
関
係
性
は
一
度
そ
こ
で
断
ち
切
ら
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。

幸
い
に
も
、
地
域
文
化
財
が
そ
の
ゆ
か
り
あ
る
地
域
に
伝
え
ら
れ
て
き
た
こ
と
に
よ
り
、
そ

れ
ら
を
通
じ
て
、
地
域
の
人
々
は
郷
土
の
歴
史
や
文
化
を
直
に
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
あ
る
が
、
文
化
財
が
あ
る
べ
き
場
所
に
あ
り
続
け
る
こ
と
の
重
要
性
に
つ
い
て
は
強
調
し

て
も
し
す
ぎ
る
こ
と
は
な
い
。

ま
た
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
日
々
の
管
理
を
怠
る
と
文
化
財
は
劣
化
す
る
。
そ
の
た
め
一

般
的
に
、
何
も
せ
ず
に
文
化
財
が
自
然
と
よ
い
状
態
の
ま
ま
で
今
日
に
伝
わ
る
こ
と
は
な
い

の
で
あ
り
、
そ
の
背
景
に
は
、
そ
れ
ら
を
現
在
ま
で
守
り
伝
え
て
き
た
所
蔵
者
た
ち
の
弛
ま

ぬ
努
力
が
あ
る
こ
と
を
決
し
て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
地
域
文
化
資
源
の
活
用
を
通
じ
た
地

域
・
大
学
間
連
携
の
取
り
組
み
に
は
、
今
一
度
こ
う
し
た
点
に
目
を
向
け
る
契
機
と
な
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
よ
う
。
な
お
、
こ
の
地
域
文
化
財
の
保
存
に
関
し
て
は
、
実
に
多
く
の
現
実

的
な
課
題
が
山
積
し
て
い
る
。
有
形
文
化
財
の
う
ち
、
美
術
工
芸
品
は
主
に
絵
画
、
彫
刻
、

工
芸
品
、
書
跡
・
典
籍
、
古
文
書
、
考
古
資
料
、
歴
史
資
料
に
区
分
さ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
は

そ
れ
ぞ
れ
各
材
質
に
よ
り
保
存
に
適
す
る
温
湿
度
を
異
に
し
て
い
る
。
文
化
財
の
保
存
・

管
理
の
責
任
は
、
第
一
に
所
蔵
者
（
公
的
機
関
な
ど
に
寄
託
さ
れ
て
い
る
場
合
は
そ
の
管
理

者
）
が
そ
れ
を
負
う
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
最
適
な
保
存
環
境
を
整
え
る
た
め
に
は

莫
大
な
設
備
費
と
維
持
費
が
必
要
で
あ
り
、
現
実
的
に
そ
れ
を
十
分
に
満
た
す
こ
と
は
博
物

館
や
美
術
館
な
ど
の
施
設
に
お
い
て
す
ら
決
し
て
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
。
ま
し
て
や
、
そ

れ
を
個
人
で
行
う
に
は
限
度
が
あ
り
、
限
ら
れ
た
条
件
の
も
と
で
文
化
財
を
い
か
に
保
存
し

て
い
く
か
と
い
う
問
題
は
所
蔵
者
（
管
理
者
）
に
と
っ
て
、
ま
た
ひ
い
て
は
地
域
住
民
に

と
っ
て
も
大
き
な
問
題
で
あ
る
。
こ
の
問
題
の
解
決
策
を
今
こ
こ
で
軽
々
に
提
示
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
が
、
地
域
住
民
が
地
域
文
化
財
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
そ
れ
が
地
域
に
伝
え

ら
れ
て
い
る
こ
と
の
重
要
性
を
深
く
認
識
す
る
と
と
も
に
、
文
化
財
の
保
存
に
つ
い
て
も
関

心
を
も
ち
続
け
る
こ
と
が
、
こ
の
問
題
の
解
決
に
向
け
た
小
さ
な
、
し
か
し
、
き
わ
め
て
重

要
な
第
一
歩
と
な
る
の
で
は
な
い
か
。
地
域
文
化
資
源
の
活
用
を
通
じ
た
地
域
・
大
学
間
連
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携
が
、
そ
の
よ
う
な
問
題
の
解
決
の
糸
口
と
な
る
こ
と
を
切
に
願
っ
て
や
ま
な
い
。

　
　

注

（
１
）
毎
年
、
近
隣
の
地
域
住
民
を
対
象
に
県
立
大
学
の
学
生
が
中
心
と
な
っ
て
行
う
、
宮

野
出
身
の
政
治
家
で
軍
人
・
寺
内
正
毅
ゆ
か
り
の
地
を
め
ぐ
る
「
徒
歩
ツ
ア
ー
」
な
ど

は
そ
の
一
環
で
あ
る
。

（
２
）
木
梨
精
一
郎
と
江
戸
城
無
血
開
城
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
石
井
孝
「
新
旧
政
権

の
交
代
を
め
ぐ
る
国
際
情
勢
」
（
『
増
訂 

明
治
維
新
の
国
際
的
環
境
』
吉
川
弘
文
館
、

一
九
六
六
年
）
、
大
久
保
利
謙
「
神
奈
川
裁
判
所
の
設
置
を
め
ぐ
る
内
・
外
情
況
―
国

際
関
係
か
ら
み
た
神
奈
川
県
の
成
立
過
程
―
」
（
『
大
久
保
利
謙
歴
史
著
作
集
一　

明

治
維
新
の
政
治
過
程
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
六
年
。
初
出
は
一
九
八
三
年
）
な
ど
を

参
照
。

（
３
）
木
梨
邸
お
よ
び
そ
の
墓
所
に
つ
い
て
は
、
作
間
久
吉
『
皇
政
復
古
七
十
年
記
念　

山

口
史
蹟
概
覧
』
（
山
口
市
役
所
、
一
九
三
六
年
）
、
内
田
伸
編
『
明
治
維
新
と
山
口

市
』
（
山
口
市
役
所
、
一
九
八
〇
年
）
な
ど
に
言
及
が
あ
る
。

（
４
）
『
広
島
県
史　

中
世　

通
史
Ⅱ
』
（
広
島
県
、
一
九
八
四
年
）
。

（
５
）
以
下
、
木
梨
家
所
蔵
史
料
の
う
ち
、
山
口
県
文
書
館
に
寄
託
中
の
も
の
に
つ
い
て
は
、

史
料
名
の
後
に
請
求
番
号
（
木
梨
家
○
○
）
の
み
を
記
す
。

（
６
）
①
「
木
梨
家
先
祖
由
来
伝
書
」
（
木
梨
家
一
一
）
、
②
「
木
梨
家
先
祖
由
来
書
」

（
木
梨
家
一
三
）
、
③
「
木
梨
家
先
祖
由
来
書
」
（
木
梨
家
所
在
）
に
つ
い
て
、
そ
れ

ら
に
み
え
る
杉
原
信
平
・
為
平
兄
弟
の
逸
話
は
す
べ
て
同
内
容
で
あ
り
、
①
～
③
は
書

写
・
被
書
写
の
関
係
に
あ
る
が
、
そ
の
順
序
に
つ
い
て
は
誤
字
・
脱
字
や
修
正
の
有
無
、

改
行
の
位
置
な
ど
か
ら
、
②
は
①
の
大
半
を
、
③
は
②
の
す
べ
て
と
①
の
一
部
（
②
に

含
ま
れ
な
い
部
分
）
を
書
写
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
信
平
・
為
平
兄
弟
の
逸

話
は
、
④
「
木
梨
系
伝
書
」
（
木
梨
家
一
〇
）
や
⑤
「
伝
書　

椙
原
木
梨
左
衛
門
尉
信

平
」
（
木
梨
家
一
二
）
に
も
み
え
、
④
と
⑤
は
互
い
に
同
内
容
で
あ
る
が
（
た
だ
し
、

④
の
末
尾
に
は
、
「
于
レ
時
文
政
十
三
寅
〔
一
八
三
〇
〕
八
月
中
九
日
写
レ
之
」
と
の

記
載
が
あ
り
、
続
け
て
延
文
三
年
〔
一
三
五
八
〕
三
月
二
十
日
付
杉
原
信
平
禁
制
が
書

写
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
禁
制
に
つ
い
て
は
、
『
南
北
朝
遺
文　

中
国
四
国
編　

三
』

〔
東
京
堂
出
版
、
一
九
九
〇
年
〕
に
二
九
六
〇
号
文
書
と
し
て
所
収
）
、
④
⑤
に
比
し

て
、
①
～
③
の
方
が
よ
り
文
学
的
色
彩
の
強
い
表
現
で
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
①

～
③
は
④
⑤
を
も
と
に
作
成
さ
れ
た
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。
な
お
、
②
に
つ
い
て
は
、

『
新
修
尾
道
市
史　

一
』
（
尾
道
市
役
所
、
一
九
七
一
年
）
に
翻
刻
が
あ
る
。
ま
た
、

信
平
・
為
平
兄
弟
の
逸
話
は
、
『
萩
藩
閥
閲
録
』
巻
五
三
・
木
梨
右
衛
門
八
、
『
同
』

巻
六
七
・
高
須
惣
左
衛
門
に
も
み
え
る
が
（
と
も
に
『
萩
藩
閥
閲
録　

二
』
〔
山
口
県

文
書
館
、
一
九
六
八
年
〕
所
収
）
、
巻
五
三
で
は
恩
賞
の
内
容
に
齟
齬
が
み
ら
れ
る
。

（
７
）
建
武
三
年
四
月
六
日
に
は
杉
原
信
平
に
対
し
、
足
利
尊
氏
よ
り
「
今
度
九
州
発
向
之

節
、
抽
二
軍
忠
一
、
分
取
之
条
、
誠
神
妙
也
」
と
の
感
状
が
発
給
さ
れ
て
い
る
（
『
福

山
志
料　

下
』
巻
三
二
附
録
古
文
書
〔
福
山
志
料
発
行
事
務
所
、
一
九
一
〇
年
〕
、

『
南
北
朝
遺
文　

中
国
四
国
編
』
一
―
三
一
六
）
。
ま
た
、
木
梨
庄
地
頭
職
に
関
し
て

は
、
信
平
宛
の
同
年
五
月
二
十
日
付
足
利
尊
氏
袖
判
下
文
写
も
あ
る
（
『
福
山
志
料　

下
』
巻
三
二
附
録
古
文
書
、
『
南
北
朝
遺
文　

中
国
四
国
編
』
一
―
三
六
三
な
ど
）
。

（
８
）
前
掲
注
（
４
）
『
広
島
県
史　

中
世　

通
史
Ⅱ
』
。
な
お
、
「
木
梨
家
先
祖
由
来

書
」
に
よ
れ
ば
、
天
文
十
二
年
（
一
五
四
三
）
、
木
梨
光
恒
は
尼
子
義
久
に
城
を
攻
め

ら
れ
自
害
（
「
木
梨
系
伝
書
」
、
「
伝
書　

椙
原
木
梨
左
衛
門
尉
信
平
」
に
は
尼
子
晴

久
と
あ
る
）
、
弟
の
和
泉
守
も
尾
道
で
討
死
し
、
光
恒
の
子
・
高
盛
（
の
ち
元
清
と
改

名
）
も
捕
ら
わ
れ
の
身
と
な
る
が
、
和
泉
守
の
子
・
盛
兼
は
高
盛
と
密
か
に
書
を
通
じ
、

大
内
義
隆
の
加
勢
を
得
て
鷲
尾
山
城
に
籠
城
。
高
盛
は
亡
父
の
敵
を
討
た
ん
と
尼
子
氏

の
も
と
か
ら
脱
出
し
、
木
梨
庄
に
戻
っ
て
家
を
再
興
し
た
と
い
い
、
こ
れ
以
後
、
木
梨

家
は
大
内
氏
の
麾
下
に
加
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
さ
れ
る
。

（
９
）
前
掲
注
（
４
）
『
広
島
県
史　

中
世　

通
史
Ⅱ
』。
こ
の
他
に
も
、『
萩
藩
閥
閲
録
』

巻
五
三
・
木
梨
右
衛
門
八
に
は
、「
従
二
越
前
守
隆
盛
一
、
隆
景
公
之
属
二
御
手
一
、
其

子
民
部
大
輔
元
恒
、
其
子
宮
内
大
輔
弘
盛
、
其
子
清
右
衛
門
景
吉
、
四
代
相
続
而
御
軍

役
を
勤
、
於
二
諸
所
一
忠
節
仕
候
」
と
あ
る
。
な
お
、「
木
梨
系
伝
書
」、「
伝
書　

椙
原

木
梨
左
衛
門
尉
信
平
」
で
は
、「
同
（
天
文
）
二
十
年
、
大
内
義
隆
卿
自
殺
之
後
、
始

而
御
当
家
（
毛
利
家
）
え
御
奉
公
仕
候
事
」「
御
当
家
ニ
て
ハ
隆
景
公
御
手
え
被
二
差

添
一
候
由
申
伝
候
事
」
と
さ
れ
て
い
る
。

（
10
）
「
木
梨
系
伝
書
」、「
伝
書　

椙
原
木
梨
左
衛
門
尉
信
平
」
に
は
、「
天
正
十
九
年
、

秀
吉
公
之
時
、
諸
国
地
頭
等
山
城
御
停
止
被
二
仰
付
一
候
故
、
広
盛
事
木
梨
村
え
帰
リ
、

平
地
ニ
改
二
住
宅
一
」
と
あ
る
。
秀
吉
の
山
城
停
止
令
に
つ
い
て
は
、
藤
木
久
志
「
山

城
停
止
令
の
伝
承
を
訪
ね
て
」（
『
史
苑
』
五
九
―
二
、
一
九
九
九
年
）
な
ど
を
参
照
。
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（
11
）
『
日
本
歴
史
地
名
大
系
三
五　

広
島
県
の
地
名
』（
平
凡
社
、
一
九
八
二
年
）
の

「
木
梨
庄
」
「
鷲
尾
山
城
跡
」
に
は
、
文
禄
四
年
（
一
五
九
五
）
に
周
防
国
に
移
封
さ

れ
た
と
あ
る
。

（
1（
）
木
梨
精
一
郎
は
、
慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）
十
二
月
二
十
八
日
に
「
精
一
郎
」
に
改

名
す
る
ま
で
、
「
助
太
郎
」
と
称
し
て
い
た
（
「
木
梨
助
太
郎
嫡
子
御
雇
沙
汰
書
他

綴
」
〔
木
梨
家
二
二
二
〕
、
「
木
梨
家
系
譜
」
な
ど
）
。
ま
た
、
①
「
木
梨
家
系
譜
」

と
②
「
履
歴
書　

木
梨
助
太
郎
」
、
③
「
錦
鶏
間
祗
候
正
三
位
勲
二
等
男
爵
木
梨
精
一

郎
履
歴
」
、
④
「
平
氏
木
梨
家
系
譜
」
（
④
は
（
ａ
）
仮
綴
と
、
（
ｂ
）
四
つ
目
綴

〔
た
だ
し
、
現
在
は
紐
が
切
れ
、
本
紙
が
仮
綴
さ
れ
て
い
る
〕
の
二
冊
か
ら
な
る
）
と

の
関
係
で
あ
る
が
、
②
は
③
の
、
④
（
ａ
）
は
①
の
精
一
郎
の
履
歴
部
分
の
草
稿
で
あ

り
、
③
は
①
の
精
一
郎
の
履
歴
と
ほ
ぼ
内
容
が
一
致
す
る
。
た
だ
し
、
③
で
は
し
ば
し

ば
関
連
史
料
を
引
用
し
な
が
ら
履
歴
が
記
さ
れ
る
の
に
対
し
、
①
は
履
歴
の
み
で
基
本

的
に
関
連
史
料
は
な
く
、
ま
た
③
が
候
文
で
あ
る
の
に
対
し
、
①
は
漢
字
カ
タ
カ
ナ
交

じ
り
文
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
①
は
③
よ
り
後
に
成
立
し
た
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。

ま
た
、
④
（
ｂ
）
は
①
を
写
し
、
系
譜
に
「
彝
亮
」
と
そ
の
「
室
」
を
加
え
た
も
の
で
、

田
村
哲
夫
編
『
宮
野
八
百
年
史
』
（
宮
野
八
百
年
史
刊
行
会
、
一
九
八
一
年
）
に
は
、

①
と
④
（
ｂ
）
を
も
と
に
し
た
、
彦
右
衛
門
以
後
の
系
譜
と
履
歴
が
多
く
翻
刻
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
「
沙
汰
控
・
覚
書
継
立
」
（
木
梨
家
二
二
一
）
お
よ
び
「
木
梨
助
太
郎

嫡
子
御
雇
沙
汰
書
他
綴
」
（
木
梨
家
二
二
二
）
に
は
、
精
一
郎
の
履
歴
に
関
す
る
明
治

初
期
ま
で
の
原
史
料
（
の
写
し
）
が
綴
じ
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
③
の
典
拠
と
し
て

も
活
用
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
1（
）
木
梨
安
之
允
は
嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）
六
月
九
日
に
嫡
子
雇
と
し
て
手
廻
組
に
加

わ
り
、
小
姓
役
を
命
じ
ら
れ
、
九
月
十
三
日
に
「
彦
右
衛
門
」
の
名
を
賜
っ
た
後
、
慶

応
二
年
（
一
八
六
六
）
六
月
二
日
に
身
柄
一
代
の
間
、
「
椙
原
」
を
称
す
る
よ
う
命
じ

ら
れ
、
同
月
四
日
に
「
治
人
」
の
名
を
賜
り
、
こ
れ
以
後
、
「
椙
原
治
人
」
と
名
乗
っ

た
（
「
木
梨
彦
右
衛
門
宛
沙
汰
書
・
書
状
綴
」
〔
木
梨
家
一
六
〕
、
「
木
梨
彦
右
衛
門

〔
後 

椙
原
治
人
〕
履
歴
書
抜
」
〔
毛
利
家
文
庫
七
三
藩
臣
履
歴
八
、
山
口
県
文
書
館

蔵
〕
、
「
木
梨
家
系
譜
」
な
ど
）
。

（
1（
）
木
梨
家
に
は
、
こ
れ
ら
の
辞
令
等
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
（
木
梨
家
一
九
～

二
一
・
二
三
・
四
七
～
四
八
・
五
〇
～
五
一
・
五
三
・
五
六
～
五
八
・
六
一
・
六
三

～
六
五
・
六
七
～
六
九
・
七
一
～
七
二
・
七
八
～
七
九
・
八
二
・
八
九
・
九
六
～

九
七
・
一
〇
四
～
一
〇
五
・
一
一
二
～
一
一
三
・
一
二
九
～
一
三
二
な
ど
）
。

（
1（
）
絹
本
墨
書
、
一
枚
、
縦
一
四
九
・
〇
㎝
、
横
五
三
・
五
㎝
。

（
1（
）
金
子
宏
二
編
「
宮
島
誠
一
郎
年
譜
」
（
由
井
正
臣
編
『
幕
末
維
新
期
の
情
報
活
動
と

政
治
構
想　

宮
島
誠
一
郎
研
究
』
梓
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
）
。

（
1（
）
『
辛
丑
日
記
』
明
治
三
十
四
年
五
月
十
七
日
条
（
文
書
二
七
―
Ａ
一
〇
四
―
二
、
早

稲
田
大
学
図
書
館
蔵
）
。
『
辛
丑
日
記
』
（
文
書
二
七
―
Ａ
一
〇
四
）
は
三
冊
か
ら
な

り
、
一
冊
目
（
Ａ
一
〇
四
―
一
）
に
は
一
月
一
日
か
ら
四
月
二
十
三
日
、
二
冊
目
（
Ａ

一
〇
四
―
二
）
に
は
四
月
二
十
四
日
か
ら
七
月
二
十
四
日
、
三
冊
目
（
Ａ
一
〇
四
―

三
）
に
は
七
月
二
十
五
日
か
ら
八
月
二
十
七
日
（
他
に
別
紙
二
点
あ
り
）
ま
で
の
記
事

が
整
理
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
宮
島
誠
一
郎
文
書
に
つ
い
て
は
、
現
在
そ
の
多
く
が
早

稲
田
大
学
中
央
図
書
館
特
別
資
料
室
と
国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
で
保
管
さ
れ
て

い
る
。
宮
島
誠
一
郎
文
書
に
つ
い
て
は
、
安
在
邦
夫
「
宮
島
誠
一
郎
文
書
に
つ
い
て
」

（
前
掲
注
（
1（
）
『
幕
末
維
新
期
の
情
報
活
動
と
政
治
構
想　

宮
島
誠
一
郎
研
究
』
）

を
参
照
。
ま
た
、
『
辛
丑
日
記
』
同
日
条
で
は
こ
の
後
に
、
戊
辰
戦
争
時
に
木
梨
精
一

郎
が
西
郷
隆
盛
と
共
に
参
謀
を
務
め
た
こ
と
や
（
西
郷
は
当
時
、
大
総
督
府
下
参
謀
）
、

西
南
戦
争
が
ま
さ
に
起
こ
ら
ん
と
す
る
明
治
十
年
、
沖
縄
か
ら
鹿
児
島
に
立
ち
寄
っ
た

精
一
郎
（
前
年
よ
り
琉
球
藩
在
勤
）
は
西
郷
と
面
会
す
る
も
、
尋
常
な
ら
ざ
る
機
運
を

察
し
、
鹿
児
島
を
離
れ
て
京
都
に
到
り
、
そ
の
旨
を
人
に
伝
え
た
と
す
る
逸
話
が
続
く
。

な
お
、
五
月
十
七
日
に
宮
島
と
精
一
郎
が
会
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
前
掲
注
（
1（
）

金
子
宏
二
編
「
宮
島
誠
一
郎
年
譜
」
に
記
載
が
あ
る
。

（
1（
）
『
辛
丑
日
記
』
明
治
三
十
四
年
四
月
十
七
日
条
に
は
、「
木
梨
男
爵
入
来
。
過
日
遣

し
た
る
七
律
、
旧
里
居
宅
并
ニ
牌
寺
ニ
納
め
置
揮
毫
を
乞
度
、
絹
二
幅
持
参
」
と
あ
る
。

（
1（
）
『
辛
丑
日
記
』
明
治
三
十
四
年
五
月
十
九
日
条
に
は
、
「
朝
起
、
精
神
を
発
揮
し
揮

毫
磨
墨
、
木
梨
之
需
ニ
応
す
。
午
後
迄
二
葉
を
書
す
」
と
あ
る
。

（
（0
）
『
辛
丑
日
記
』
明
治
三
十
四
年
五
月
二
十
三
日
条
に
は
、「
朝
、
木
梨
精
一
郎
帰
間
、

宅
ゟ
詩
ヲ
受
取
ニ
来
る
。
二
葉
相
渡
す
。
木
梨
ハ
山
口
え
帰
候
ニ
付
、
早
速
届
候
旨
有

二
申
聞
一
」
と
あ
る
。

（
（1
）
こ
の
時
期
の
京
都
政
局
に
つ
い
て
は
、
原
口
清
「
近
代
天
皇
制
成
立
の
政
治
的
背
景

―
幕
末
中
央
政
局
の
基
本
的
動
向
に
関
す
る
一
考
察
―
」
（
『
原
口
清
著
作
集
一　

幕
末
中
央
政
局
の
動
向
』
岩
田
書
院
、
二
〇
〇
七
年
、
初
出
は
一
九
八
七
年
）
、
同

「
参
預
考
」
（
同
、
初
出
は
一
九
九
五
年
）
、
佐
々
木
克
「
「
公
武
合
体
」
を
め
ぐ



― （0 ―

地域文化財からみた木梨精一郎

る
朝
幕
藩
関
係
」
（
田
中
彰
編
『
日
本
の
近
世
一
八　

近
代
国
家
へ
の
志
向
』
中
央
公

論
社
、
一
九
九
四
年
）
、
奈
良
勝
司
「
奉
勅
攘
夷
体
制
下
に
お
け
る
徳
川
将
軍
家
の
動

向
―
文
久
三
年
将
軍
上
洛
後
の
性
格
規
定
を
め
ぐ
る
相
克
―
」
（
『
日
本
史
研
究
』

五
〇
七
、
二
〇
〇
四
年
）
な
ど
を
参
照
。

（
（（
）
「
奉
勅
始
末
」
毛
利
家
文
庫
七
五
維
新
記
事
雑
録
三
五
二
、
山
口
県
文
書
館
蔵
。

（
（（
）
奉
勅
始
末
を
め
ぐ
る
長
州
藩
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
「
忠
正
公
伝
」
（
両
公
伝
史
料

一
五
四
〇
～
二
、
山
口
県
文
書
館
蔵
）
に
関
係
史
料
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、

奉
勅
始
末
に
関
す
る
近
年
の
研
究
と
し
て
は
、
脇
村
正
夫
「
長
州
藩
の
「
公
武
周
旋
」

と
「
八
・
一
八
の
政
変
」
へ
の
対
応
―
「
航
海
遠
略
策
」
と
「
奉
勅
始
末
」
の
意
味

―
」
（
『
山
口
県
地
方
史
研
究
』
一
一
六
、
二
〇
一
六
年
）
が
あ
る
。
「
忠
正
公
伝
」

に
つ
い
て
は
、
広
田
暢
久
「
毛
利
家
編
纂
事
業
史
（
其
の
三
）
（
其
の
四
）
」
（
『
山

口
県
文
書
館
研
究
紀
要
』
七
・
八
、
一
九
八
〇
・
一
九
八
一
年
）
を
参
照
。

（
（（
）
こ
の
時
期
の
米
沢
藩
と
宮
島
誠
一
郎
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
西
澤
真
由
子
「
文
久
期

の
京
都
政
局
と
米
沢
藩
―
宮
島
誠
一
郎
を
中
心
と
し
て
―
」
（
『
早
稲
田
大
学
大
学

院
教
育
学
研
究
科
紀
要
』
別
冊
九
―
一
、
二
〇
〇
一
年
）
、
阿
部
恒
久
「
文
久
三
年

の
宮
島
誠
一
郎
」
（
前
掲
注
（
1（
）
『
幕
末
維
新
期
の
情
報
活
動
と
政
治
構
想　

宮

島
誠
一
郎
研
究
』
）
、
友
田
昌
宏
「
文
久
三
年
京
都
政
局
と
米
沢
藩
の
動
向
」
（
家

近
良
樹
編
『
も
う
ひ
と
つ
の
明
治
維
新　

幕
末
史
の
再
検
討
』
有
志
舎
、
二
〇
〇
六

年
）
、
同
「
文
久
三
年
京
都
政
局
の
な
か
で
」
「
近
隣
諸
藩
と
の
関
係
融
和
を
め
ざ
し

て
」
（
『
未
完
の
国
家
構
想
―
宮
島
誠
一
郎
と
近
代
日
本
―
』
岩
田
書
院
、
二
〇
一
一

年
）
、
同
『
戊
辰
雪
冤
―
米
沢
藩
士
・
宮
島
誠
一
郎
の
「
明
治
」
』
（
講
談
社
現
代
新

書
、
二
〇
〇
九
年
）
な
ど
を
参
照
。
文
久
三
年
二
月
、
宮
島
は
藩
主
の
上
洛
に
父
と
共

に
同
行
し
た
が
、
九
月
二
十
四
日
に
は
京
都
を
出
立
し
、
十
一
月
三
日
に
帰
藩
し
て
い

た
（
前
掲
注
（
1（
）
金
子
宏
二
編
「
宮
島
誠
一
郎
年
譜
」
）
。

（
（（
）
毛
利
家
文
庫
三
二
部
寄
一
～
一
九
、
山
口
県
文
書
館
蔵
。
「
諸
記
録
綴
込
」
の
編
冊

作
業
は
、
毛
利
家
編
輯
所
に
よ
り
明
治
二
十
二
年
に
開
始
さ
れ
、
数
年
で
完
了
し
た
と

さ
れ
る
。
「
諸
記
録
綴
込
（
部
寄
）
」
に
つ
い
て
は
、
広
田
暢
久
「
毛
利
家
編
纂
事
業

史
（
其
の
一
）
」
（
『
山
口
県
文
書
館
研
究
紀
要
』
三
、
一
九
七
四
年
）
、
『
山
口
県

史　

史
料
編　

幕
末
維
新
６
』
解
説
（
山
口
県
、
二
〇
〇
一
年
）
な
ど
を
参
照
。

（
（（
）
「
忠
正
公
伝
」
一
五
四
一
な
ど
に
よ
る
と
、
両
者
の
派
遣
目
的
は
奉
勅
始
末
へ
の
賛

同
の
獲
得
と
、
東
北
の
形
勢
視
察
で
あ
っ
た
と
い
う
。
な
お
こ
れ
以
前
に
、
国
重
徳
次

郎
が
徳
島
・
津
藩
、
木
梨
平
之
進
が
広
島
・
岡
山
・
鳥
取
・
津
山
藩
に
使
者
と
し
て
派

遣
さ
れ
て
い
る
（
「
列
藩
事
」
、
『
浦
日
記
』
文
久
三
年
十
一
月
二
十
四
日
条
〔
毛
利

家
文
庫
七
一
藩
臣
日
記
二
、
山
口
県
文
書
館
蔵
〕
、
「
忠
正
公
伝
」
一
五
四
一
な
ど
）
。

両
者
は
藩
主
の
書
翰
と
奉
勅
始
末
を
携
え
、
山
県
甲
之
進
・
岡
部
繁
之
助
を
同
道
者
と

し
て
十
一
月
二
十
四
日
に
山
口
を
出
立
し
、
平
之
進
は
十
二
月
二
十
七
日
に
帰
藩
、
徳

次
郎
は
翌
年
正
月
八
日
（
九
日
と
も
）
に
山
口
に
戻
っ
て
い
る
（
「
忠
正
公
一
代
編
年

史
稿
」
文
久
三
年
十
一
月
二
十
九
日
条
・
元
治
元
年
正
月
九
日
条
〔
毛
利
家
文
庫
五
九

忠
正
公
一
代
編
年
史
一
、
山
口
県
文
書
館
蔵
〕
、
「
忠
正
公
伝
」
一
五
四
一
な
ど
）
。

（
（（
）
「
列
藩
事
」
に
は
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

杉
徳
輔

右
、
関
東
え
被
二
差
越
一
候
処
、
帰
り
掛
ケ
加
州
え
も
御
使
と
し
て
可
レ
被
二
差
越

一
哉
。但

、
加
州
御
使
之
儀
者
、
別
人
と
申
而
も
往
来
彼
是
不
二
容
易
一
事
ニ
付
、

本
文
之
通
可
レ
被
二
仰
付
一
哉
。

右
、
亥
十
二
月
十
五
日
、
被
二
仰
渡
一
。

た
だ
し
結
果
的
に
、
杉
徳
輔
は
深
雪
に
阻
ま
れ
て
加
賀
藩
に
赴
く
こ
と
が
で
き
ず
、

長
州
藩
主
父
子
の
書
翰
と
奉
勅
始
末
は
元
治
元
年
四
月
、
長
州
藩
京
都
留
守
居
乃
美
織

江
よ
り
加
賀
藩
に
送
ら
れ
た
（
「
忠
正
公
一
代
編
年
史
稿
」
元
治
元
年
四
月
十
日
条
、

「
忠
正
公
伝
」
一
五
四
一
）
。

（
（（
）
「
列
藩
事
」
に
は
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

木
梨
彦
右
衛
門

右
、
関
東
被
二
差
越
一
候
ニ
付
、
宇
都
宮
え
も
御
使
者
と
し
て
可
レ
被
二
差
越
一
哉
。

右
、
亥
十
二
月
十
七
日
、
信
濃
殿
申
二
渡
之
一
。

（
（（
）
「
御
用
状
控
」
（
「
諸
記
録
綴
込
」
毛
利
家
文
庫
三
二
部
寄
一
一
、
山
口
県
文
書
館

蔵
）
に
は
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　

覚

杉
徳
輔

右
、
御
用
有
レ
之
、
水
戸
辺
え
被
二
差
越
一
候
。
尤
一
応
江
戸
御
屋
鋪
立
寄
被
二

仰
付
一
候
ニ
付
、
今
日
当
山
口
致
二
出
足
一
候
。
右
為
二
御
承
知
一
、
如
レ
此
御
座

候
。
以
上
。

　
　
　
　
　

十
二
月
十
九
日　
　

渡
辺
伊
兵
衛
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天
野
謙
吉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

楢
崎
弥
八
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡
辺
内
蔵
太

　
　
　
　
　

麻
田
公
輔

奥
平
数
馬
様

仲
子
孫
太
郎
様

　
　
　
　

覚

木
梨
助
太
郎

右
、
杉
徳
輔
同
道
ニ
て
水
府
被
二
差
越
一
候
ニ
付
、
一
応
其
御
地
立
寄
被
二
仰
付
一

候
条
、
今
日
爰
元
出
足
被
二
差
登
一
候
間
、
右
様
可
レ
被
レ
成
二
御
承
知
一
候
。
以

上
。

　
　
　

十
二
月
十
九
日　
　

各　

現　

名

　
　
　
　
　
　
　

遠
藤
太
市
郎
様

　
　
　
　

覚

佐
々
木
謙
蔵

右
、
木
梨
彦
右
衛
門
同
道
、
仙
台
其
外
え
被
二
差
越
一
候
ニ
付
、
一
応
其
御
地
立

寄
被
二
仰
付
一
候
条
、
今
日
爰
元
出
足
被
二
差
登
一
候
間
、
右
様
可
レ
被
レ
成
二
御
承

知
一
候
。
以
上
。

　
　
　
　
　

十
二
月
十
九
日　
　

各　

現　

名

　
　
　
　
　
　
　

遠
藤
太
市
郎
様

　
　
　

な
お
、
「
忠
正
公
一
代
編
年
史
稿
」
文
久
三
年
十
二
月
十
五
・
十
九
日
条
、
「
両
公

伝
編
年
史
料
」
文
久
三
年
十
二
月
九
日
条
（
両
公
伝
史
料
二
五
七
五
、
山
口
県
文
書
館

蔵
）
、
末
松
謙
澄
『
修
訂
防
長
回
天
史　

五
』
（
マ
ツ
ノ
書
店
、
一
九
九
一
年
復
刻
。

原
本
は
一
九
二
一
年
）
、
「
沙
汰
控
・
覚
書
継
立
」
（
木
梨
家
二
二
一
）
、
「
木
梨
家

系
譜
」
な
ど
、
長
州
藩
側
の
史
料
で
は
い
ず
れ
も
木
梨
精
一
郎
（
助
太
郎
）
は
杉
徳
輔

に
同
道
し
た
と
す
る
。

（
（0
）
『
改
訂
肥
後
藩
国
事
史
料　

四
』
元
治
元
年
二
月
二
十
三
日
条
（
国
書
刊
行
会
、

一
九
七
三
年
。
原
本
は
一
九
三
二
年
）
に
は
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

　

（
三
月
廿
九
日
付
田
中
彦
右
衛
門
承
り
書
）

一
、
長
之
木
梨
長
左
衛
門
与
歟
〔
一
説
ニ
彦
右
衛
門
と
も
云
〕
申
者
、
奥
羽
辺
を
動
さ

ん
と
使
者
等
参
候
儀
、
認
差
出
置
候
通
之
処
、
二
月
廿
三
日
ゟ
同
廿
六
日
迄
米
沢

ニ
滞
留
、
君
公
ニ
謁
し
候
由
。
米
沢
ハ
恐
怖
と
の
事
〔
此
恐
怖
と
申
儀
得
与
不
二

相
応
一
、
な
に
さ
ま
惑
わ
さ
れ
ハ
す
ま
し
と
の
事
〕
。
其
七
日
米
沢
立
、
廿
八
日

上
ノ
山
泊
。
廿
九
日
大
雨
ニ
付
、
同
所
滞
留
。
三
月
朔
日
山
形
泊
、
秋
田
ノ
方
江

趣
き
候
由
。
右
ハ
最
初
仙
台
侯
御
出
府
御
道
中
御
旅
宿
ニ
而
右
長
人
拝
謁
。
其
節

仙
侯
何
之
御
返
答
も
不
レ
被
レ
為
レ
成
、
一
寸
ノ
御
逢
ニ
而
有
レ
之
タ
ル
ヲ
、
右
米

沢
等
江
参
り
テ
ハ
、
徹
夜
得
と
御
談
合
申
上
候
抔
と
申
述
た
る
歟
之
由
。

　
　
　

「
尊
攘
録
探
索
書
」
に
よ
る
と
、
木
梨
彦
右
衛
門
は
米
沢
藩
に
赴
く
前
に
、
江
戸
警

衛
を
命
じ
ら
れ
た
仙
台
藩
主
伊
達
慶
邦
を
出
府
道
中
の
旅
宿
に
訪
ね
た
が
、
そ
の
時
は

慶
邦
か
ら
何
の
返
答
も
得
ら
れ
ず
、
謁
見
時
間
も
わ
ず
か
な
も
の
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、

米
沢
藩
で
は
夜
通
し
談
合
に
及
ん
だ
と
い
う
。
な
お
、
「
尊
攘
録
探
索
書
」
（
『
同
』

元
治
元
年
三
月
十
九
日
条
）
に
は
、
木
梨
彦
右
衛
門
に
つ
い
て
、
田
中
彦
右
衛
門
が

上
山
藩
士
金
子
与
三
郎
か
ら
得
た
情
報
と
し
て
、
「
此
節
長
州
侯
よ
り
使
者
と
し
て
米

沢
・
仙
台
・
秋
田
江
夫
々
廻
り
候
筈
之
由
、
遊
説
之
気
味
と
相
見
候
由
、
長
州
よ
り
差

出
候
奉　

勅
始
末
と
申
写
半
紙
七
八
枚
計
り
も
有
レ
之
候
書
付
世
間
ニ
流
布
い
た
し
候
。

い
づ
れ
右
等
之
振
合
を
以
申
参
り
候
歟
。
何
様
奥
羽
辺
之
人
気
を
動
し
候
了
簡
と
相
見

候
と
の
事
」
と
あ
る
。

（
（1
）
「
秋
田
藩
事
蹟
集
」
元
治
元
年
三
月
十
二
日
条
（
『
大
日
本
維
新
史
料
稿
本
』

一
七
〇
―
五
―
一
九
〇
七
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
）
に
は
、
「
三
月
十
二
日
、
毛

利
大
膳
大
夫
使
者
木
梨
彦
右
衛
門
来
着
。
大
膳
大
夫
ヨ
リ
来
書
并
奉
勅
始
末
ヲ
贈
ル
。

義
堯
病
中
ニ
テ
接
見
セ
ス
。
家
老
ヲ
シ
テ
城
中
ニ
於
テ
応
接
セ
シ
メ
テ
返
書
ヲ
交
付
ス
。

十
八
日
、
使
者
出
発
帰
国
ス
」
と
あ
る
。
秋
田
藩
に
は
、
二
月
七
日
に
江
戸
詰
家
老
渋

江
内
膳
よ
り
、
長
州
藩
の
使
節
が
江
戸
を
出
立
し
、
秋
田
藩
に
向
か
う
旨
を
知
ら
せ
る

内
容
が
届
い
て
い
た
と
い
う
（
『
秋
田
県
史　

四　

維
新
編
』
秋
田
県
、
一
九
六
一

年
）
。
な
お
、
「
秋
田
藩
士
平
元
正
手
記　

二
（
「
献
芹
録　

義
」
）
」
（
維
新
史
料

引
継
本
―
Ⅱ
ほ
―
二
六
二
―
Ａ
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
）
や
橋
本
宗
彦
編
『
秋
田

沿
革
史
大
成　

上
』
（
橋
本
宗
一
、
一
八
九
六
年
）
に
も
、
長
州
藩
の
使
者
と
し
て
木

梨
彦
右
衛
門
の
名
が
み
え
る
が
、
同
道
者
の
名
ま
で
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

（
（（
）
『
上
杉
家
御
年
譜　

十
七　

斉
憲
公
（
三
）
』
（
原
書
房
、
一
九
八
八
年
）
に
は
、

「
（
元
治
元
年
二
月
）
二
十
一
日
、
…
昨
日
長
門
松
平
大
膳
大
夫
御
使
者
木
梨
彦
右
衛



― （（ ―

地域文化財からみた木梨精一郎

門
参
着
。
大
町
植
木
彦
兵
衛
ニ
止
宿
ス
」
、
「
二
十
四
日
、
松
平
大
膳
大
夫
使
者
木
梨

彦
右
衛
門
召
出
サ
ル
。
彦
右
衛
門
大
膳
大
夫
ノ
御
直
書
ヲ
差
上
ル
。
畢
テ
御
式
台
ニ
於

テ
酒
食
ヲ
賜
フ
。
従
者
ヘ
ハ
御
徒
番
所
ニ
於
テ
同
断
」
、
「
二
十
六
日
、
木
梨
彦
右
衛

門
召
出
サ
レ
御
返
答
仰
含
ラ
ル
」
と
あ
る
。
な
お
、
杉
徳
輔
の
帰
藩
は
四
月
五
日
の
こ

と
で
あ
り
（
「
忠
正
公
一
代
編
年
史
稿
」
同
日
条
）
、
木
梨
彦
右
衛
門
が
帰
藩
し
、
米

沢
・
秋
田
藩
主
等
の
返
書
を
も
た
ら
し
た
の
は
五
月
二
日
で
あ
っ
た
（
「
忠
正
公
一
代

編
年
史
稿
」
同
日
条
、
『
高
杉
丹
治
編
輯
日
記
』
同
日
条
〔
毛
利
家
文
庫
六
〇
高
杉
丹

治
編
輯
日
記
一
、
山
口
県
文
書
館
蔵
〕
）
。
ま
た
、
彦
右
衛
門
に
よ
る
米
沢
藩
来
訪
に

つ
い
て
は
、
前
掲
注
（
（（
）
友
田
昌
宏
「
近
隣
諸
藩
と
の
関
係
融
和
を
め
ざ
し
て
」
、

同
『
戊
辰
雪
冤
―
米
沢
藩
士
・
宮
島
誠
一
郎
の
「
明
治
」
』
に
言
及
が
あ
る
。

（
（（
）
前
掲
注
（
（（
）
「
御
用
状
控
」
に
「
尤
一
応
江
戸
御
屋
鋪
立
寄
被
二
仰
付
一
候
ニ

付
」
と
あ
る
よ
う
に
、
両
組
と
も
一
度
、
長
州
藩
の
江
戸
桜
田
邸
に
立
ち
寄
っ
た
う
え

で
各
地
に
赴
く
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
折
り
に
訪
問
先
な
ど
の
変
更
に
つ
い
て
協

議
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
な
お
、
「
（
文
久
四
〔
元
治
元
〕
年
正
月
四
日
付
渡
辺
内

蔵
太
・
楢
崎
深
八
郎
・
中
村
文
右
衛
門
宛
木
梨
彦
右
衛
門
・
杉
徳
輔
書
翰
」
（
「
御
用

状
控
」
〔
「
諸
記
録
綴
込
」
毛
利
家
文
庫
三
二
部
寄
一
二
〕
）
に
よ
れ
ば
、
木
梨
彦
右

衛
門
と
杉
徳
輔
は
、
江
戸
に
到
着
す
る
前
に
、
桑
名
で
相
馬
藩
主
相
馬
充
胤
の
使
者
と

接
触
す
る
機
会
が
あ
っ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
が
、
今
の
と
こ
ろ
そ
の
詳
細
に
つ
い
て

は
不
明
で
あ
る
。

（
（（
）
木
梨
精
一
郎
（
助
太
郎
）
が
米
沢
藩
を
訪
れ
た
こ
と
が
「
木
梨
家
系
譜
」
等
に
み
え

な
い
理
由
と
し
て
は
、
①
同
道
者
の
変
更
が
出
立
後
に
行
わ
れ
、
一
次
史
料
で
あ
る

「
諸
記
録
綴
込
」
な
ど
に
は
出
立
時
の
組
み
合
わ
せ
し
か
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
②

系
譜
等
の
編
纂
時
に
は
、
お
そ
ら
く
そ
れ
ら
の
一
次
史
料
（
の
写
し
）
、
も
し
く
は
そ

れ
を
ふ
ま
え
て
作
成
さ
れ
た
二
次
史
料
が
典
拠
と
し
て
使
用
さ
れ
、
そ
の
た
め
変
更
後

の
内
容
が
系
譜
等
に
反
映
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
が
想
定
さ
れ
よ
う
。

（
（（
）
『
山
口
市
史
』
（
山
口
市
、
一
九
八
二
年
）
な
ど
。

（
（（
）
「
永
代
売
渡
申
田
畠
之
事
」
（
木
梨
家
四
七
六
）
、
「
売
渡
申
山
之
事　

永
代
売
渡

山
畠
田
証
文
」
（
木
梨
家
四
九
七
）
。

（
（（
）
前
掲
注
（
1（
）
「
木
梨
彦
右
衛
門
〔
後 

椙
原
治
人
〕
履
歴
書
抜
」
に
は
、
「
此
度

桜
畠
谷
村
へ
居
宅
を
構
住
居
致
候
処
」
と
あ
り
、
「
木
梨
家
系
譜
」
に
は
、
「
同
（
慶

応
）
三
年
丁
卯
、
四
月
九
日
、
先
レ
是
吉
敷
郡
宮
野
村
字
谷
ニ
移
居
ス
」
と
あ
る
。
な

お
、
木
梨
家
の
「
祖
先
ノ
墳
墓
」
が
萩
よ
り
木
梨
邸
内
の
墓
地
に
移
葬
さ
れ
た
の
は
、

明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
の
こ
と
で
あ
る
（
「
木
梨
家
系
譜
」
）
。

（
（（
）
木
梨
家
に
は
、
こ
の
時
の
褒
賞
状
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
（
「
褒
賞
」
木
梨
家
一
〇
八
、

〔
発
給
者
〕
賞
勲
局
総
裁
西
園
寺
公
望
・
同
副
総
裁
大
給
恒
）
。
な
お
、
以
下
の
事
績

の
う
ち
、
「
木
梨
家
系
譜
」
に
記
載
が
あ
る
も
の
は
、
「
沙
汰
控
・
覚
書
継
立
」
（
木

梨
家
二
二
一
）
お
よ
び
「
木
梨
助
太
郎
嫡
子
御
雇
沙
汰
書
他
綴
」
（
木
梨
家
二
二
二
）

に
も
記
載
が
あ
る
。

（
（（
）
「
褒
賞
」
（
〔
発
給
者
〕
賞
勲
局
総
裁
大
給
恒
、
木
梨
家
一
一
八
）
。
宮
野
尋
常
高

等
小
学
校
は
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
に
宮
野
小
学
校
と
し
て
開
校
し
、
同
二
十
七
年

（
一
八
九
四
）
に
宮
野
尋
常
高
等
小
学
校
に
改
称
し
た
。
宮
野
尋
常
高
等
小
学
校
に
つ

い
て
は
、
『
吉
敷
郡
教
育
史
』
（
第
一
書
房
、
一
九
八
一
年
復
刻
。
原
本
は
一
九
一
二

年
）
を
参
照
。

（
（0
）
「
褒
賞
」
（
〔
発
給
者
〕
賞
勲
局
総
裁
大
給
恒
、
木
梨
家
一
二
〇
）
。
明
治
三
十
年

（
一
八
九
七
）
、
欧
米
諸
国
に
な
ら
い
日
本
に
帝
国
図
書
館
が
設
立
さ
れ
る
と
、
地
方

に
お
い
て
も
公
費
や
寄
付
金
に
よ
る
図
書
館
設
立
の
動
き
が
活
発
化
し
た
。
山
口
県
で

は
、
同
三
十
二
年
（
一
八
九
九
）
に
県
立
図
書
館
創
設
運
動
が
始
ま
り
、
同
三
十
三
年

（
一
九
〇
〇
）
に
は
吉
敷
郡
が
そ
の
資
金
と
し
て
寄
付
金
一
万
円
を
県
に
採
納
（
当
初
、

吉
敷
郡
は
郡
立
図
書
館
の
設
立
を
検
討
し
て
い
た
が
、
将
来
の
維
持
費
捻
出
に
困
難
が

予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
計
画
を
断
念
し
た
）
、
県
で
は
二
三
五
〇
円
を
経
常
費
、

七
六
四
九
円
余
を
建
築
費
に
充
て
る
計
画
を
立
て
、
同
三
十
五
年
十
二
月
に
新
築
工
事

に
着
手
、
同
三
十
六
年
（
一
九
〇
三
）
七
月
六
日
に
開
館
し
た
。
山
口
県
立
山
口
図
書

館
に
つ
い
て
は
、
田
村
憲
一
『
山
口
図
書
館
五
拾
年
略
史
』
（
山
口
県
立
山
口
図
書
館
、

一
九
五
三
年
）
、
『
山
口
県
立
山
口
図
書
館
一
〇
〇
年
の
あ
ゆ
み
』
（
山
口
県
立
山
口

図
書
館
、
二
〇
〇
四
年
）
な
ど
を
参
照
。

（
（1
）
「
私
立
防
長
教
育
会
会
員
証
」
（
明
治
二
十
一
年
付
、
〔
発
給
者
〕
私
立
防
長
教

育
会
長
毛
利
元
徳
、
同
副
会
長
毛
利
元
敏
・
元
功
・
元
忠
・
吉
川
経
健
、
木
梨
家

一
四
五
）
。
明
治
十
七
年
（
一
八
八
四
）
一
月
、
旧
山
口
藩
主
毛
利
元
徳
は
外
務
卿
井

上
馨
に
、
愛
媛
か
ら
の
帰
途
に
山
口
へ
立
ち
寄
る
際
に
県
内
の
学
事
視
察
も
あ
わ
せ
て

行
う
よ
う
依
頼
し
た
。
そ
の
後
、
井
上
よ
り
、
山
口
・
萩
・
徳
山
・
豊
浦
・
岩
国
の
県

立
中
学
校
は
い
ず
れ
も
狭
く
、
教
員
が
不
足
し
経
費
も
不
十
分
で
あ
る
な
ど
の
報
告
を

受
け
た
元
徳
は
、
一
門
四
家
と
図
り
、
県
立
中
学
校
の
運
営
支
援
な
ど
、
県
内
の
教
育
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振
興
を
図
る
組
織
の
創
設
を
決
意
。
そ
の
資
金
と
し
て
本
藩
毛
利
家
よ
り
十
万
円
、
長

府
毛
利
家
よ
り
一
万
円
、
徳
山
毛
利
家
よ
り
千
円
、
清
末
毛
利
家
よ
り
三
百
円
、
岩
国

吉
川
家
よ
り
公
債
証
書
額
面
二
万
円
を
拠
出
し
、
旧
本
支
藩
主
五
名
に
よ
る
連
名
で

同
年
十
月
に
「
私
立
防
長
教
育
会
趣
意
書
」
を
表
し
、
防
長
教
育
会
が
設
立
さ
れ
た
。

防
長
教
育
会
に
つ
い
て
は
、
『
防
長
教
育
会
沿
革
史
抄
』
（
財
団
法
人
防
長
教
育
会
、

一
九
八
〇
年
）
、
『
防
長
教
育
会
百
年
史
』
（
財
団
法
人
防
長
教
育
会
、
一
九
八
四

年
）
、
『
防
長
教
育
会
百
二
十
五
年
史
』
（
財
団
法
人
防
長
教
育
会
、
二
〇
〇
九
年
）

な
ど
を
参
照
。

（
（（
）
「
証
」
（
明
治
二
十
一
年
付
、
〔
発
給
者
〕
幹
事
柏
村
信
、
木
梨
家
一
四
四
）
。

（
（（
）
「
金
子
寄
贈
謝
礼
」
（
明
治
三
十
一
年
五
月
十
九
日
付
、
〔
発
給
者
〕
山
口
県
吉
敷

郡
教
育
会
、
木
梨
家
一
四
九
）
。
吉
敷
郡
教
育
会
は
、
明
治
三
十
年
に
郡
の
教
育
事
業

振
興
を
目
的
に
創
設
さ
れ
た
。
吉
敷
郡
教
育
会
に
つ
い
て
は
、
前
掲
注
（
（（
）
『
吉
敷

郡
教
育
史
』
を
参
照
。

（
（（
）
「
特
別
会
員
証
」
（
明
治
三
十
一
年
五
月
二
十
日
付
、
〔
発
給
者
〕
山
口
県
吉
敷
郡

教
育
会
、
木
梨
家
一
五
〇
）
、
「
特
別
会
員
証
」
（
同
月
二
十
三
日
付
、
〔
発
給
者
〕

山
口
県
吉
敷
郡
教
育
会
、
木
梨
家
一
五
一
）
。
「
特
別
会
員
証
」
の
う
ち
、
前
者
は
そ

の
仮
証
に
あ
た
る
。

（
（（
）
「
吉
敷
郡
教
育
会
名
誉
会
員
証
」
（
明
治
三
十
一
年
六
月
一
日
付
、
〔
発
給
者
〕
山

口
県
吉
敷
郡
教
育
会
、
木
梨
家
一
五
二
）
。

（
（（
）
「
証
」
（
明
治
三
十
二
年
十
一
月
二
日
付
、
〔
発
給
者
〕
銅
像
建
設
事
務
総
裁
伊
藤

博
文
・
同
副
総
裁
林
友
幸
、
木
梨
家
一
五
三
）
。

（
（（
）
「
慈
恵
救
済
資
金
寄
贈
感
謝
状
」
（
明
治
三
十
八
年
五
月
三
十
一
日
付
、
〔
発
給

者
〕
山
口
県
知
事
渡
辺
融
、
木
梨
家
一
五
八
）
。
慈
恵
救
済
資
金
は
、
英
照
皇
太
后
の

葬
儀
（
同
三
十
年
一
月
十
一
日
崩
御
）
の
際
に
慈
善
事
業
の
た
め
の
資
金
と
し
て
皇
室

か
ら
拠
出
さ
れ
た
下
賜
金
を
主
と
し
、
そ
れ
に
府
県
の
拠
出
金
や
有
志
者
か
ら
の
寄
付

金
な
ど
を
加
え
た
も
の
で
、
主
と
し
て
そ
の
資
金
の
利
殖
に
よ
り
生
じ
た
利
息
が
各
種

慈
善
事
業
に
下
付
さ
れ
た
。
山
口
県
で
は
、
代
用
感
化
院
や
育
児
事
業
な
ど
に
下
付
さ

れ
て
い
る
。
慈
恵
救
済
資
金
に
つ
い
て
は
、
『
日
本
帝
国
慈
恵
救
済
制
度
ノ
概
要
』

（
内
務
省
地
方
局
、
一
九
〇
四
年
）
、
宇
都
榮
子
「
慈
恵
救
済
資
金
と
慈
善
事
業
施
設

経
営
」
（
『
社
会
福
祉
』
四
一
、
二
〇
〇
〇
年
）
な
ど
を
参
照
。

（
（（
）
「
領
収
証
」
（
明
治
四
十
一
年
四
月
十
五
日
付
、
〔
発
給
者
〕
県
社
志
都
岐
山
神
社

総
代
・
寄
付
金
募
集
委
員
林
万
樹
多
・
渡
辺
菅
吾
、
木
梨
家
一
六
一
）
。

（
（（
）
「
領
収
証
」
（
明
治
四
十
一
年
八
月
二
十
八
日
付
、
〔
発
給
者
〕
山
口
育
児
院
主

荒
川
道
隆
、
木
梨
家
一
六
三
）
。
山
口
県
で
は
当
時
、
貧
困
に
よ
る
捨
て
子
や
身
売

り
、
年
季
奉
公
、
不
就
学
児
お
よ
び
日
露
戦
争
出
征
軍
人
の
遺
児
問
題
な
ど
が
深
刻

化
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
洞
春
寺
十
九
世
住
職
荒
川
道
隆
は
、
明
治
三
十
七
年

（
一
九
〇
四
）
に
満
四
歳
以
上
十
歳
以
下
の
孤
児
・
貧
児
の
児
童
養
護
施
設
と
し
て
境

内
に
山
口
育
児
院
を
創
立
し
、
そ
の
初
代
院
長
を
務
め
た
（
山
口
育
児
院
は
後
に
境
外

に
移
転
し
て
い
る
）
。
山
口
育
児
院
に
つ
い
て
は
、
『
山
口
育
児
院
八
〇
年
史
』
（
社

会
福
祉
法
人
山
口
育
児
院
、
一
九
八
四
年
）
、
田
代
国
次
郎
・
松
本
れ
い
子
編
『
戦
前

山
口
育
児
院
史
資
料　

第
一
集
―
山
口
育
児
院
八
〇
年
史
史
料
―
』
（
社
会
福
祉
法
人

山
口
育
児
院
、
一
九
八
四
年
）
な
ど
を
参
照
。

（
（0
）
「
請
書
」
（
明
治
四
十
一
年
十
二
月
付
、
〔
発
給
者
〕
私
立
鴻
城
中
学
校
長
大
谷
新

二
、
木
梨
家
一
六
四
）
。
私
立
鴻
城
中
学
校
は
初
め
鴻
城
義
塾
と
称
し
、
海
軍
志
願
者

の
養
成
を
目
的
に
、
大
谷
新
二
に
よ
り
明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
に
創
立
さ
れ
た

と
い
わ
れ
る
。
そ
の
後
、
同
二
十
五
年
（
一
八
九
二
）
に
新
た
に
陸
軍
科
が
置
か
れ
、

同
三
十
年
に
鴻
城
学
校
に
改
称
し
、
同
三
十
九
年
（
一
九
〇
六
）
に
鴻
城
中
学
校
と

な
っ
た
。
私
立
鴻
城
中
学
校
に
つ
い
て
は
、
『
鴻
城
義
塾
百
年
史
』
（
学
校
法
人
鴻
城

義
塾
、
一
九
九
一
年
）
を
参
照
。

【
付
記
】
本
稿
は
、
平
成
二
十
八
年
度
第
二
回
山
口
国
際
文
化
学
研
究
会
「
地
域
・
大
学
連

携
に
よ
る
地
域
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
～
木
梨
邸
の
事
例
を
中
心
に
～
」
（
二
〇
一
六
年

五
月
二
十
五
日
、
於
山
口
県
立
大
学
）
に
お
け
る
報
告
（
渡
部
史
之
「
地
域
文
化
財
の

整
理
と
保
全
に
つ
い
て
～
木
梨
家
所
蔵
史
料
か
ら
～
」
）
を
も
と
に
、
そ
の
後
の
調
査

成
果
を
加
え
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
木
梨
家
所
蔵
史
料
の
調
査
に
あ
た
っ
て
は
、

木
梨
恒
寛
氏
に
多
大
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
研
究
会
当
日
に

は
多
く
の
方
々
か
ら
貴
重
な
ご
意
見
を
賜
り
、
早
稲
田
大
学
中
央
図
書
館
特
別
資
料
室

に
は
原
本
調
査
の
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
い
た
。
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
日
欧
建
築
史
）
（
日
本
史
学
）
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Kinashi Seiichiro , from the Viewpoint of the Cultural Assets

SAITO Tadashi, WATANABE Fumiyuki
（Architectural history of Japan and Europe）

（Japanese History）

There are many cultural assets in Yamaguchi prefecture at present, but much of them after the Edo 
Period aren't investigated sufficiently yet. Therefore it's necessary to investigate those cultural assets and 
know the contents to understand history in Yamaguchi prefecture and culture more deeply.

Kinashi Seiichiro, from Yamaguchi prefecture, was a military personnel, an officer of a government and 
a politician from the late Edo Period to Meiji Period. This papen is the part of the research result of the 
cultural assets transmitted to offspring's house of him. The investigation is still continuing and through 
this analysis we could show some new historic interpretation of Mr. kinashi. We also expect that we can 
grow interest in preservation of the cultural assets in Yamaguchi prefecture through these investigations.




